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一

は
じ
め
に

本
稿
は
、
実
業
家
時
代
に
お
け
る
西
原
亀
三
の
大
陸
貿
易
構
想
と
活
動
に
つ
い
て
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
西
原
は
、
寺
内
正
毅
内

閣
期
の
対
中
国
政
策
、
す
な
わ
ち
西
原
借
款
を
推
進
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
西
原
が
寺
内
と
深
い
関
わ
り
を
持
っ
た
所
以

実
業
家
時
代
の
西
原
亀
三
と
大
陸
貿
易

―
―
「
日
露
経
済
提
携
」
か
ら
「
日
中
経
済
提
携
」
へ
―
―

森

川

正

則

一

は
じ
め
に

二

統
監
政
治
批
判
と
「
王
道
主
義
」

三

共
益
社
の
創
設

四

大
陸
貿
易
と
「
日
露
経
済
提
携
」

五

鉄
道
院
の
国
際
連
絡
運
輸
政
策
と
共
益
社

六

「
日
中
経
済
提
携
」
へ
の
傾
斜

七

お
わ
り
に
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を
辿
れ
ば
、
韓（
１
）

国
と
満
州
に
お
け
る
西
原
の
実
業
活
動
に
行
き
着
く
。
西
原
は
韓
国
で
共
益
社
と
い
う
組
合
組
織
（
の
ち
に
株
式
会
社

化
）
を
設
立
し
、
貿
易
業
に
従
事
し
た
実
業
家
で
あ
っ
た
。
共
益
社
の
事
業
を
有
利
に
進
め
る
に
あ
た
り
西
原
は
、
当
時
朝
鮮
総
督
で

あ
っ
た
寺
内
と
の
接
触
を
深
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
西
原
の
活
動
の
原
点
は
実
業
（
貿
易
）
で
あ
り
、
そ
の
過
程
で
培
っ
た
人
脈
が
寺

内
内
閣
期
に
活
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
後
年
の
西
原
借
款
と
の
繋
が
り
と
い
う
観
点
か
ら
、
実
業
家
時
代
の
西
原
の
活
動
を
跡
付
け
る
作
業
は
欠
か
せ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
寺
内
内
閣
以
前
の
西
原
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
斉
藤
聖
二
氏
の
優
れ
た
研
究
が
あ（
２
）

る
。
斉
藤
氏

に
よ
れ
ば
、
西
原
は
寺
内
内
閣
以
前
に
、
交
通
と
金
融
を
軸
と
す
る
大
陸
の
政
治
的
・
経
済
的
同
化
従
属
策
を
構
想
し
、
活
動
の
舞
台

を
韓
国
、
満
州
、
中
国
本
土
へ
と
広
げ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
同
氏
は
、
西
原
が
「
王
道
主
義
的
ア
ジ
ア
主
義
」
の
立
場
に
立
っ
て
、
植

民
地
側
の
経
済
発
展
も
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
活
動
し
て
い
た
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

同
じ
時
期
の
同
じ
対
象
を
扱
う
本
稿
は
、
斉
藤
氏
の
研
究
に
学
ぶ
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
し
か
し
、
本
稿
の
研
究
上
の
特
色
は
、
以
下

の
四
つ
の
点
に
あ
る
。

ま
ず
第
一
に
、
本
稿
で
は
西
原
が
強
調
し
て
い
た
「
王
道
主
義
」
に
つ
い
て
詳
し
く
検
討
す
る
。「
王
道
主
義
」
と
は
西
原
の
政
治

観
を
表
わ
す
言
葉
で
、
彼
の
大
陸
政
策
論
に
も
反
映
し
て
い
る
。
ま
た
、
西
原
の
「
王
道
主
義
」
の
特
徴
は
、
統
監
政
治
に
対
す
る
彼

の
批
判
に
表
れ
て
い
る
。
統
監
府
の
韓
国
統
治
に
対
す
る
批
判
は
、
大
陸
に
お
け
る
西
原
の
活
動
の
原
点
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
斉
藤
氏
の
研
究
は
、
西
原
の
統
監
政
治
批
判
に
つ
い
て
詳
し
く
論
じ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
西
原
の
統
監
政
治
批

判
の
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
王
道
主
義
」
の
特
徴
を
再
検
討
し
た（
３
）

い
。

第
二
に
、
本
稿
で
は
共
益
社
に
お
け
る
西
原
の
事
業
が
貿
易
業
で
あ
っ
た
こ
と
を
重
視
す
る
。
斉
藤
氏
が
指
摘
す
る
通
り
、
西
原
の

大
陸
政
策
論
は
交
通
と
金
融
を
軸
に
し
て
い
た
。
し
か
し
、
西
原
が
交
通
と
金
融
を
重
視
し
た
の
は
、
こ
れ
ら
が
貿
易
・
物
流
を
促
す

論 説
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た
め
の
社
会
資
本
（
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
）
で
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
共
益
社
に
お
け
る
西
原
の
構
想

と
活
動
は
、
貿
易
重
視
の
発
想
に
立
っ
て
い
た
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
本
稿
は
、
共
益
社
の
事
業
が
当
時
の
通
商
貿
易
の
中
で
持
っ
て
い
た
経
済
的
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。
ア
ジ
ア
経
済
史
の
研
究

で
は
近
年
、
生
産
と
消
費
を
つ
な
ぐ
流
通
部
門
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
り
、
諸
地
域
間
を
結
ぶ
商
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
実
態
・
機
能
を

解
明
す
る
こ
と
が
提
唱
さ
れ
て
い（
４
）

る
。
と
く
に
、
中
国
人
商
人
の
国
境
を
越
え
た
活
発
な
経
済
活
動
に
つ
い
て
は
、
上
海
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
あ
る
い
は
華
商
通
商
網
と
呼
ば
れ
る
商
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
と
そ
の
機
能
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い（
５
）

る
。
本
稿
が
扱
う
共
益
社
も

ま
さ
に
モ
ノ
の
流
通
・
取
引
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
中
国
人
商
人
の
活
発
な
活
動
と
向
き
合
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
こ
で

本
稿
で
は
、
西
原
の
大
陸
貿
易
構
想
に
お
け
る
華
商
通
商
網
へ
の
対
抗
と
い
う
側
面
を
強
調
す
る
。

第
三
に
、
本
稿
で
は
西
原
の
貿
易
事
業
を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
鉄
道
院
と
の
関
係
に
着
目
す
る
。
西
原
と
言
え
ば
、
朝
鮮
総
督
府
や

朝
鮮
銀
行
と
の
関
係
が
ま
ず
想
起
さ
れ
る
。
し
か
し
、
共
益
社
時
代
の
西
原
に
と
っ
て
、
鉄
道
院
へ
の
働
き
か
け
が
非
常
に
重
要
な
意

味
を
持
っ
て
い
た
。
と
い
う
の
は
、
鉄
道
院
が
当
時
進
め
て
い
た
政
策
が
、
西
原
の
大
陸
貿
易
構
想
に
と
っ
て
も
不
可
欠
な
要
件
だ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
鉄
道
院
と
の
関
係
を
手
が
か
り
に
し
て
、
政
府
の
大
陸
政
策
と
の
関
連
で
西
原
の
大
陸
貿
易
構
想
を
位
置

づ
け
て
み
た
い
。

第
四
に
、
本
稿
で
は
西
原
の
大
陸
貿
易
構
想
に
お
け
る
変
化
の
側
面
に
留
意
す
る
。
斉
藤
氏
の
研
究
が
指
摘
す
る
通
り
、
西
原
借
款

へ
と
繋
が
る
構
想
が
共
益
社
時
代
に
培
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
本
稿
で
は
、
西
原
の
関
心
が
韓
国
か
ら
満

州
、
そ
し
て
中
国
本
土
へ
と
一
直
線
に
拡
大
し
て
い
っ
た
と
は
考
え
な
い
。
そ
の
際
、
斉
藤
氏
の
研
究
以
上
に
本
稿
で
重
視
す
る
の
は

ロ
シ
ア
人
製
粉
企
業
と
の
提
携
に
よ
る
北
満
州
産
小
麦
粉
輸
入
事
業
で
あ
る
。
西
原
の
大
陸
貿
易
構
想
は
当
初
、「
日
露
経
済
提
携
」

を
強
く
志
向
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
西
原
に
と
っ
て
満
州
は
「
日
露
経
済
提
携
」
を
構
築
す
る
地
域
で
あ
り
、
彼
は
日
本
の
対
外
経
済

実業家時代の西原亀三と大陸貿易
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発
展
の
方
向
性
を
北
満
・
シ
ベ
リ
ア
方
面
に
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
西
原
の
構
想
が
「
日
中
経
済
提
携
」
へ
の
志
向
性
を
強
め
る
の

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
情
勢
の
激
変
、
す
な
わ
ち
第
一
次
大
戦
で
「
日
露
経
済
提
携
」
の
支
柱
で
あ
る
小
麦
粉
輸
入
事
業
が
停
滞
し
始
め
た

か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
西
原
の
大
陸
貿
易
構
想
に
お
け
る
「
日
露
経
済
提
携
」
重
視
か
ら
「
日
中
経
済
提
携
」

重
視
へ
と
い
う
変
化
の
側
面
を
強
調
す
る
。

本
稿
は
以
上
四
つ
の
点
か
ら
、
貿
易
商
時
代
の
西
原
の
構
想
と
活
動
を
捉
え
直
し
、
西
原
借
款
へ
の
道
程
を
再
検
討
す
る
。
次
章
で

は
ま
ず
、
共
益
社
を
創
設
し
て
貿
易
事
業
に
従
事
す
る
前
に
、
西
原
が
ど
の
よ
う
な
形
で
大
陸
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
く
か
に
つ
い
て

論
じ
る
。

二

統
監
政
治
批
判
と
「
王
道
主
義
」

西
原
亀
三
は
、
一
八
七
三
年
六
月
三
日
、
京
都
府
天
田
郡
雲
原
村
（
現
・
福
知
山
市
）
に
農
家
の
息
子
と
し
て
生
ま
れ（
６
）

た
。
農
家
と

は
い
え
、
父
の
忠
右
衛
門
は
事
業
好
き
で
、
製
紙
・
製
油
・
製
材
を
営
ん
で
い
た
。
西
原
は
九
歳
の
頃
か
ら
隣
村
の
漢
方
医
に
漢
学
を

学
び
、
一
二
歳
の
時
に
は
村
の
土
地
測
量
に
雇
わ
れ
、
測
量
技
術
も
身
に
つ
け
た
。
た
だ
、
年
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
西
原
は
村
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
こ
と
に
嫌
気
が
さ
し
、
一
七
歳
の
頃
に
村
を
出
て
い
っ
た
。

村
を
飛
び
出
し
た
西
原
は
、
職
を
転
々
と
す
る
放
浪
生
活
を
続
け
た
。
そ
の
後
、
米
屋
の
奉
公
で
金
を
蓄
え
た
西
原
は
東
京
へ
行
き

雲
原
村
出
身
の
芥
川
鉄
蔵
と
い
う
人
物
に
頼
っ
た
。
こ
の
芥
川
が
丹
後
出
身
の
神
鞭
知
常
の
親
類
だ
っ
た
関
係
か
ら
、
西
原
は
神
鞭
の

元
に
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
神
鞭
は
大
蔵
官
僚
出
身
で
、
憲
政
本
党
の
代
表
的
な
対
外
硬
論
者
と
な
る
人
物
で
あ
る
。
大
蔵
省

を
や
め
た
神
鞭
が
小
名
木
川
綿
布
会
社
社
長
に
な
っ
た
こ
と
に
感
化
さ
れ
、
西
原
は
実
業
に
関
心
を
持
ち
、
福
知
山
町
で
綿
布
会
社
な

ど
の
事
業
を
営
ん
だ
。
ま
た
、
西
原
は
神
鞭
の
依
頼
で
、
舞
鶴
軍
港
の
鎮
守
府
建
設
に
あ
た
る
人
夫
集
め
に
も
携
わ
っ
た
。

論 説
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こ
の
舞
鶴
軍
港
で
の
仕
事
が
終
わ
っ
た
頃
、
西
原
は
神
鞭
に
招
か
れ
て
再
び
東
京
へ
行
っ
た
。
こ
の
時
、
神
鞭
は
憲
政
本
党
内
き
っ

て
の
対
外
硬
論
者
と
し
て
、
対
露
同
志
会
（
一
九
〇
三
年
八
月
結
成
）
の
委
員
長
に
就
任
し
て
い
た
。
西
原
は
対
露
同
志
会
で
の
神
鞭

の
仕
事
を
助
け
、
こ
の
経
験
を
通
じ
て
大
陸
問
題
へ
の
関
心
を
抱
く
の
で
あ
る
。

神
鞭
の
考
え
方
は
、
対
外
問
題
に
関
す
る
態
度
の
一
致
が
す
べ
て
の
問
題
に
先
行
す
る
と
い
う
も
の
で
、「
外
交
問
題
の
為
に
は
一

時
サ
ー
ベ
ル
政
治
と
な
る
も
妨
げ
ず
と
ま
で
決
心
」
し
て
い（
７
）

た
。
対
露
同
志
会
が
結
成
さ
れ
た
時
、
西
原
は
神
鞭
の
手
足
と
な
っ
て
資

金
調
達
な
ど
に
奔
走
し
た
。
ま
た
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
（
一
九
〇
三
年
三
月
、
一
九
〇
四
年
三
月
）
の
時
に
は
、
神
鞭
の
選
挙
区

（
京
都
・
丹
後
地
方
）
で
の
運
動
に
も
携
わ
っ
て
い（
８
）

る
。

神
鞭
と
の
関
係
で
と
く
に
重
要
な
の
は
、
一
九
〇
四
年
五
月
に
西
原
が
初
め
て
韓
国
へ
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
日
露
戦
争
終
結
後
の

韓
国
経
営
の
下
準
備
の
た
め
、
神
鞭
は
門
下
生
や
実
業
人
を
引
き
連
れ
て
韓
国
に
渡
っ（
９
）

た
。
こ
の
時
、
西
原
も
随
行
し
、
神
鞭
か
ら
韓

国
各
地
の
実
情
視
察
を
命
じ
ら
れ（
１０
）

た
。
西
原
に
よ
れ
ば
、
神
鞭
の
考
え
は
、「
五
〇
万
の
邦
人
を
移
植
し
て
韓
民
同
化
の
方
便
に
供
す

る
」
こ
と
に
あ
っ（
１１
）

た
。
た
だ
、
現
地
調
査
の
結
果
、
韓
国
に
五
〇
万
人
の
移
民
を
受
け
容
れ
る
余
地
が
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
こ

で
、
神
鞭
は
韓
国
皇
帝
に
謁
見
し
て
、
政
治
の
改
善
と
財
政
整
理
の
急
務
を
進
言
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
時
の
韓
国
訪
問
で
神
鞭
は
宋
秉
�
と
交
流
を
持
ち
、
一
進
会
の
結
成
に
も
関
与
し（
１２
）

た
。
当
初
は
西
原
も
一
進
会
に
期
待

し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
統
監
政
治
が
始
ま
る
頃
、
西
原
は
「
王
道
主
義
」
の
立
場
か
ら
一
進
会
を
批
判
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
伊
藤
博
文
が
韓
国
統
監
と
し
て
赴
任
す
る
に
あ
た
り
、
西
原
は
奥
田
義
人
を
介
し
て
意
見
書
を
呈
し
て
い（
１３
）

る
。
そ
の
中
で
西
原
は
、

李
朝
の
世
襲
官
僚
（
両
班
貴
族
層
）
を
朝
鮮
民
衆
の
「
終
世
ノ
怨
敵
」
と
断
じ
、
彼
ら
を
「
懐
柔
」
し
て
施
政
に
あ
た
れ
ば
民
衆
の
信

用
を
失
う
と
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、「
一
進
会
ヲ
シ
テ
当
局
者
タ
ラ
シ
ム
ル
ハ
是
亦
策
ノ
得
タ
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
」
と
も
述
べ
て
い
る

の
で
あ
る
。
曽
�
荒
助
が
韓
国
副
統
監
と
し
て
韓
国
に
赴
任
す
る
時
に
呈
し
た
意
見
書
に
も
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
西
原
は
、
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「
日
本
ノ
対
韓
施
設
ニ
一
進
会
ヲ
利
用
シ
テ
善
用
セ
ザ
リ
シ
ハ
終
世
ノ
恨
事
ナ
リ
彼
ヲ
シ
テ
韓
民
間
ニ
於
ケ
ル
立
脚
地
点
ヲ
保
タ
シ
メ

吾
又
当
然
行
フ
処
ヲ
行
ヒ
タ
ラ
ン
ニ
ハ
彼
一
進
会
ヲ
シ
テ
李
朝
及
其
臣
属
ト
均
シ
ク
国
民
ノ
怨
府
タ
ラ
シ
メ
ズ
相
互
ノ
調
和
機
関
ト
シ

テ
治
民
ニ
少
ナ
カ
ラ
ザ
ル
効
蹟
ヲ
奏
セ
ル
モ
知
ル
可
カ
ラ
ス
ト
雖
モ
今
ヤ
既
ニ
及
バ
ス
」
と
言
う
の
で
あ（
１４
）

る
。

つ
ま
り
、
西
原
の
見
方
に
よ
れ
ば
、
一
進
会
は
「
韓
民
間
ニ
於
ケ
ル
立
脚
地
点
」
と
し
て
「
相
互
ノ
調
和
機
関
」
と
な
る
見
込
み
が

な
く
な
り
、
李
朝
の
両
班
貴
族
層
と
同
じ
く
「
国
民
ノ
怨
府
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
西
原
は
そ
の
理
由
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
る
。

第
二
次
日
韓
協
約
締
結
（
一
九
〇
五
年
一
一
月
）
で
日
本
政
府
の
方
針
が
「
激
烈
」
に
な
り
、
一
進
会
も
併
合
に
向
け
て
急
進
化
し
て

「
野
心
家
の
団
体
」
と
化
し
た
か
ら
だ
と
い
う
。
し
か
も
、
西
原
の
認
識
で
は
、「
激
烈
主
義
の
親
玉
」
が
内
田
良
平
で
あ
っ（
１５
）

た
。
周

知
の
通
り
、
内
田
は
韓
国
統
監
府
嘱
託
と
し
て
伊
藤
に
随
行
し
、
一
進
会
の
顧
問
職
に
も
就
い
て
会
を
指
導
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま

た
、
着
任
後
に
激
し
い
反
日
抵
抗
運
動
に
直
面
し
た
伊
藤
も
一
時
は
一
進
会
へ
の
支
援
策
を
取
っ（
１６
）

た
。

西
原
は
、
一
進
会
と
こ
れ
を
指
導
す
る
内
田
、
嘱
託
と
し
て
内
田
を
帯
同
し
た
伊
藤
を
「
激
烈
主
義
」
者
と
し
て
一
括
り
に
し
、

「
王
道
主
義
」
の
立
場
か
ら
批
判
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
西
原
は
、
神
鞭
直
伝
の
「
王
道
主
義
」
が
「
心
に
焼
き
つ
け
ら
れ
て
不
動
の

信
念
と
な
っ
た
」
と
語
っ
て
い（
１７
）

る
。
そ
れ
で
は
、
西
原
が
言
う
「
王
道
主
義
」
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
統
監
府

の
対
韓
政
策
は
、
西
原
の
眼
に
は
ど
の
よ
う
に
映
っ
た
の
か
。
続
い
て
は
、
西
原
の
統
監
政
治
批
判
の
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
を
通
じ

て
、
西
原
の
「
王
道
主
義
」
の
特
徴
を
考
察
し
て
み
た
い
。

一
九
〇
八
年
九
月
の
『
都
新
聞
』
に
「
韓
国
の
四
大
秕
政
」（
以
下
、「
四
大
秕
政
」
と
略
記
）
と
い
う
題
名
で
、
西
原
の
談
話
が
連

載
さ
れ
て
い（
１８
）

る
。
こ
の
連
載
記
事
は
、
西
原
が
統
監
政
治
へ
の
批
判
を
公
に
し
た
も
の
で
あ
る
。「
四
大
秕
政
」
に
つ
い
て
は
具
体
的

に
、（
一
）「
殖
民
政
策
の
失
敗
」、（
二
）「
児
戯
的
鉄
道
方
針
」、（
三
）「
中
央
集
金
制
」、（
四
）「
暴
徒
放
棄
の
理
由
」
と
し
て
ま
と

め
て
い
る
。
以
下
で
は
こ
の
「
四
大
秕
政
」
を
軸
に
、
そ
の
他
の
意
見
書
類
も
交
え
な
が
ら
、
西
原
の
統
監
政
治
批
判
の
内
容
を
追
う
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こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、（
一
）「
殖
民
政
策
の
失
敗
」
と
は
、
東
洋
拓
殖
株
式
会
社
の
拓
殖
事
業
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。
東
拓
の
創
設
（
一
九
〇
八

年
八
月
に
法
律
公
布
、
一
二
月
に
発
足
）
に
あ
た
っ
て
は
、
一
〇
年
間
で
二
四
万
人
の
移
民
、
こ
れ
に
必
要
な
耕
作
地
二
五
万
余
町
歩

の
取
得
が
想
定
さ
れ
て
い（
１９
）

た
。
し
か
し
先
述
の
通
り
、
西
原
は
神
鞭
に
随
行
し
て
渡
韓
し
た
際
、
拓
殖
移
民
を
受
け
入
れ
る
余
地
が
な

い
と
判
断
し
て
い
た
。「
四
大
秕
政
」
で
も
、
東
拓
の
拓
殖
移
民
計
画
に
見
合
う
だ
け
の
荒
蕪
地
が
韓
国
に
は
存
在
し
な
い
と
述
べ
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
東
拓
の
事
業
計
画
は
、「
現
に
衣
食
し
つ
ゝ
あ
る
韓
人
の
手
よ
り
強
奪
し
て
彼
等
を
放
逐
せ
ん
と
の
計
画
な
り

と
見
る
も
過
言
で
あ
る
ま
い
」
と
述
べ
、
こ
れ
を
批
判
す
る
の
で
あ（
２０
）

る
。
当
時
、
韓
国
土
地
開
拓
に
関
す
る
議
論
に
は
、「
既
墾
地
」

イ
メ
ー
ジ
と
「
未
開
地
」
イ
メ
ー
ジ
と
い
う
二
つ
の
対
韓
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
。
韓
国
農
業
の
現
実
は
前
者
の
方
に
近
か
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
流
布
し
た
の
は
後
者
の
方
で
あ
っ
た
。
政
策
決
定
当
事
者
が
持
っ
た
対
韓
イ
メ
ー
ジ
も
後
者
で
あ
り
、
西
原
は
そ
れ
を

「
謬
見
」
と
断
じ
た
わ
け
で
あ（
２１
）

る
。

ま
た
、（
二
）「
児
戯
的
鉄
道
方
針
」
で
は
、
韓
国
鉄
道
経
営
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
運
賃
設
定
で
は
遠
距
離
逓
減
法
を
採

用
し
て
近
距
離
賃
金
が
高
い
こ
と
に
触（
２２
）

れ
、「
統
監
府
の
鉄
道
方
針
は
韓
人
を
目
的
と
し
な
い
で
少
数
の
邦
人
を
相
手
に
す
る
」
も
の

だ
と
述
べ
て
い
る
。

（
一
）
と
（
二
）
に
共
通
し
て
い
る
論
旨
は
、
日
本
の
対
韓
政
策
が
日
本
人
重
視
に
流
れ
、
韓
国
人
の
経
済
生
活
に
益
す
る
と
こ
ろ

が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
論
旨
に
沿
っ
て
西
原
が
最
も
重
視
し
た
問
題
点
こ
そ
、（
三
）「
中
央
集
金
制
」
で
あ
っ
た
。
す
な

わ
ち
、
統
監
政
治
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
、
目
賀
田
種
太
郎
財
政
顧
問
の
経
済
改
革
に
対
す
る
批
判
に
他
な
ら
な（
２３
）

い
。

第
一
次
日
韓
協
約
（
一
九
〇
四
年
八
月
）
に
基
づ
い
て
韓
国
政
府
財
政
顧
問
に
就
い
た
目
賀
田
は
、
一
九
〇
五
年
一
月
か
ら
各
種
の

経
済
改
革
に
着
手
す
る
。
そ
の
一
つ
が
通
貨
整
理
・
改
革
で
、
整
理
の
対
象
に
な
っ
た
の
は
葉
銭
と
白
銅
貨
と
い
う
二
種
類
の
韓
国
貨
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（阪大法学）５４（２―８９）４７３〔２００４．７〕



幣
で
あ
っ（
２４
）

た
。
と
り
わ
け
白
銅
貨
は
、
鋳
造
実
費
と
通
用
価
格
の
差
が
大
き
く
利
益
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
濫
発
さ
れ
、
私
鋳
も
横
行

し
て
い（
２５
）

た
。
そ
の
結
果
、
官
製
・
私
鋳
の
白
銅
貨
が
市
場
に
溢
れ
、
価
格
は
額
面
の
半
分
以
下
と
な
り
、
物
価
は
騰
貴
し
て
い（
２６
）

た
。
そ

こ
で
目
賀
田
は
金
融
改
革
に
着
手
し
、
現
在
流
通
し
て
い
る
白
銅
貨
の
交
換
・
引
き
上
げ
を
実
施
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
一
九
〇
五
年
七
月
に
始
ま
る
白
銅
貨
交
換
事
業
で
は
韓
国
人
商
人
、
と
く
に
京
城
の
鍾
路
商（
２７
）

人
が
打
撃
を
被
り
、
金
融
逼

迫
に
陥
る
こ
と
に
な
っ（
２８
）

た
。
ゆ
え
に
西
原
は
、
目
賀
田
改
革
が
経
済
混
乱
を
惹
起
し
た
と
批
判
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、「
目
賀
田
氏

ノ
施
設
カ
散
ス
ル
ノ
方
法
ヲ
設
ケ
ス
シ
テ
収
納
ノ
方
法
ヲ
講
シ
即
チ
中
央
集
金
ノ
実
現
セ
ル
ニ
ア（
２９
）

リ
」
と
い
う
問
題
指
摘
で
あ
る
。
た

だ
し
、
西
原
の
所
論
は
、
経
済
諸
制
度
の
集
権
的
改
革
の
全
面
否
定
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
貨
幣
整
理
の
実
行
を
委
託
さ
れ
た
第
一
銀

行
の
兌
換
券
無
制
限
通
用
に
つ
い
て
は
、
西
原
も
「
四
大
秕
政
」
で
「
第
一
銀
行
券
の
融
通
を
計
る
為
め
に
統
監
府
が
全
力
を
傾
注
し

て
居
る
の
は
誠
に
喜
ぶ
べ
き
事
」
と
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
西
原
の
批
判
は
「
散
ス
ル
ノ
方
法
ヲ
設
ケ
ス
」
と
い
う
点
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
金
融
機
関
の
少
な
い
地

方
経
済
へ
の
対
処
が
欠
け
て
い
る
た
め
、
通
貨
収
縮
・
金
融
逼
迫
に
よ
る
商
人
の
破
産
が
続
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
徴
税
制

度
改（
３０
）

革
も
韓
国
人
商
人
に
は
痛
手
と
な
り
、
従
来
の
商
取
引
慣
行
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
従

来
の
徴
税
制
度
で
は
、
徴
税
事
務
と
商
業
資
金
融
通
と
が
密
接
な
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い（
３１
）

た
。
と
こ
ろ
が
、
目
賀
田
改
革
で
徴
税
と
商

業
と
の
つ
な
が
り
が
断
た
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
商
業
金
融
は
逼
迫
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
西
原
い
わ
く
、「
徴
税
改
正
ノ
結
果
ハ
通
貨

ヲ
シ
テ
中
央
ニ
集
中
セ
シ
メ
一
面
客
主
（
問
屋
業
）
及
商
人
ヲ
シ
テ
資
金
供
給
ノ
源
ヲ
失
ハ
シ
メ
商
取
引
ニ
須
要
ナ
ル
中
次
機
関
ヲ
廃

絶
セ
シ
メ
延
テ
地
方
ハ
物
資
停
滞
ス
ル
モ
需
要
地
ニ
搬
出
ス
ル
能
ハ
サ
ル
ノ
奇
観
ヲ
呈
シ
遂
ニ
商
取
引
ハ
杜（
３２
）

絶
」（
括
弧
内
は
原
文
通

り
）
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
目
賀
田
改
革
に
対
す
る
西
原
の
批
判
・
反
発
は
、
当
時
の
活
動
に
も
反
映
し
て
い
た
。
貨
幣
整
理
で
生
じ
た
経
済
混
乱
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の
中
、
西
原
は
京
城
商
業
会
議
所
の
「
相
談
役
」
と
し
て
韓
国
現
地
へ
行
っ
て
い（
３３
）

る
。
こ
の
京
城
商
業
会
議
所
と
は
、
在
留
日
本
人
商

人
の
会
議
所
で
は
な
く
、
韓
国
人
商
人
の
会
議
所
で
あ
る
点
に
留
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な（
３４
）

い
。
つ
ま
り
、
西
原
が
韓
国
へ
行
っ

た
の
は
、
韓
国
人
商
人
の
保
護
・
救
済
を
支
援
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
金
融
逼
迫
に
陥
っ
た
京
城
商
業
会
議
所
員
は
、
政
府
・
宮
廷
に

よ
る
保
護
・
救
済
の
訴
え
を
起
こ
し
、
三
百
万
元
貸
下
げ
を
請
願
し
て
い
た
。
ま
た
、
韓
国
人
側
会
議
所
は
日
本
人
側
会
議
所
に
対
し

て
も
協
力
を
働
き
か
け
、
西
原
は
日
本
人
側
会
議
所
へ
の
交
渉
に
関
わ
っ
て
い（
３５
）

た
。

し
か
し
、
目
賀
田
財
政
顧
問
の
支
持
者
と
い
う
立
場
に
あ
る
日
本
人
側
会
議
所
と
は
利
害
・
考
え
方
が
一
致
せ
ず
、
両
会
議
所
の
協

力
は
困
難
で
あ
っ（
３６
）

た
。
財
政
顧
問
部
の
見
方
で
は
、
京
城
鍾
路
商
人
の
三
百
万
元
貸
下
げ
要
求
は
金
融
逼
迫
を
み
だ
り
に
利
用
し
て
財

政
整
理
の
進
捗
を
妨
げ
よ
う
と
す
る
一
種
の
政
治
的
活
動
に
過
ぎ
な
か
っ（
３７
）

た
。
実
際
、
鍾
路
商
人
は
集
会
を
開
い
て
政
府
と
財
政
顧
問

を
非
難
す
る
公
開
演
説
も
行
な
っ
て
い（
３８
）

た
。
さ
ら
に
、
京
城
商
業
会
議
所
員
（
李
君
弼
・
朴
合
根
・
載
敬
醇
）
が
陳
情
の
た
め
に
東
京

ま
で
出
向
き
、
西
原
は
こ
の
陳
情
活
動
に
も
携
わ
っ
て
い
た
の
で
あ（
３９
）

る
。

以
上
の
よ
う
な
西
原
の
所
論
お
よ
び
活
動
か
ら
し
て
、
彼
の
言
う
「
王
道
主
義
」
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

ま
ず
、
対
韓
施
策
に
つ
い
て
西
原
が
経
済
を
中
心
に
議
論
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
彼
が
言
う
「
為
政
ノ
要
」
と
は
、

「
経
済
ヲ
基
礎
ト
セ
ル
行
政
又
ハ
法
律
」
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
統
監
府
の
対
韓
政
策
は
、「
法
律
ヲ
基
礎
ト
セ
ル
政
治

法
律
ヲ
基
礎
ト
セ
ル
行
政
ノ
如
キ
観
ア
リ
」
と
い（
４０
）

う
。
ま
た
西
原
は
、「
文
明
主
義
ヲ
扶
植
セ
ン
ト
ス
ル
ハ
根
本
的
大
誤
謬
」
で
あ
り
、

「
付
焼
刃
的
文
明
」
で
も
っ
て
韓
国
を
教
導
す
る
こ
と
は
誤
り
だ
と
も
述
べ（
４１
）

る
。
た
だ
し
、
こ
の
言
は
、「
文
明
」
す
な
わ
ち
近
代
的

な
諸
制
度
や
技
術
そ
の
も
の
に
対
す
る
批
判
で
は
な
か
ろ
う
。
日
本
の
対
韓
政
策
が
法
制
の
改
廃
と
い
う
レ
ベ
ル
で
の
み
先
行
し
、
経

済
社
会
の
実
情
と
か
け
離
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
を
示
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
日
本
の
対
韓
政
策

は
韓
国
人
の
経
済
生
活
に
と
っ
て
は
打
撃
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
言
う
わ
け
で
あ
る
。
先
述
の
通
り
、
荒
蕪
地
の
な
い
韓
国
へ
の
拓
殖
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移
民
は
韓
国
人
か
ら
土
地
を
奪
う
こ
と
に
な
る
と
い
う
理
由
で
、
西
原
は
東
拓
の
事
業
計
画
を
批
判
し
た
。
目
賀
田
改
革
に
反
発
し
た

の
も
、
経
済
社
会
の
実
情
を
無
視
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
韓
国
人
商
人
を
金
融
逼
迫
・
破
産
に
追
い
込
ん
だ
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ
っ
た
。

経
済
社
会
の
実
情
と
い
う
場
合
、
西
原
が
強
調
し
て
い
た
の
が
交
通
・
金
融
の
不
備
で
あ
る
。
西
原
い
わ
く
、
交
通
・
金
融
が
未
整

備
な
状
態
で
「
徴
税
法
ノ
更
革
」
・
「
文
明
式
金
庫
制
度
」
を
実
施
し
た
こ
と
が
、
商
品
流
通
の
崩
壊
と
韓
国
人
商
人
の
「
絶
滅
」
を

招
い
た
。
す
な
わ
ち
、「
新
政
ニ
基
ク
徴
税
法
ノ
更
革
ハ
交
通
金
融
ノ
百
貨
融
通
ノ
必
須
機
関
ヲ
欠
ケ
ル
韓
国
ノ
現
状
ニ
処
シ
一
躍
文

明
式
金
庫
制
度
ヲ
実
施
セ
ル
ノ
結
果
地
方
ニ
融
通
セ
ル
資
金
ハ
漸
次
中
央
ニ
集
注
セ
ラ
ル
ヽ
ト
同
時
ニ
一
面
韓
商
唯
一
ノ
生
命
ト
セ
ル

資
金
ノ
源
泉
茲
ニ
枯
渇
シ
資
源
ノ
断
絶
ハ
商
人
ノ
絶
滅
ト
ナ
リ
生
産
者
需
要
者
間
ノ
仲
介
機
関
ヲ
失（
４２
）

フ
」
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
そ
こ

で
西
原
は
、「
政
ノ
根
本
ハ
民
ヲ
安
ス
ル
ヲ
以
テ
最
大
要
義
」
と
し
、「
民
ヲ
安
ス
ル
ノ
道
途
ハ
交
通
ヲ
便
ニ
シ
テ
金
融
ヲ
円
滑
ナ
ラ
シ

メ
」
る
こ
と
だ
と
論
じ
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
西
原
は
、
経
済
社
会
の
実
情
と
の
調
整
を
欠
い
た
法
制
の
改
廃
の
み
の
施
政
を
、「
文
明
主
義
」
と
表
現
し
て
批
判
し

た
。
し
か
も
、「
文
明
主
義
」
は
韓
国
人
の
経
済
生
活
を
混
乱
さ
せ
る
結
果
を
招
い
た
こ
と
か
ら
、
西
原
に
と
っ
て
は
目
賀
田
改
革
が

「
激
烈
主
義
」
を
象
徴
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。「
文
明
主
義
」
・
「
激
烈
主
義
」
へ
の
批
判
を
念
頭
に
置
く
な
ら
、
西
原
が

言
う
「
王
道
主
義
」
の
政
治
は
次
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
（
一
）「
経
済
ヲ
基
礎
ト
セ
ル
行
政
」
に
よ
っ
て
「
民
ヲ

安
ス
ル
」、
す
な
わ
ち
韓
国
人
の
経
済
生
活
の
安
定
・
向
上
に
資
す
る
施
政
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
（
二
）「
百
貨
融

通
」、
諸
物
産
の
取
引
・
流
通
を
促
す
こ
と
が
必
要
で
、
商
取
引
・
流
通
の
「
必
須
機
関
」
た
る
交
通
・
金
融
の
整
備
が
優
先
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
王
道
主
義
」
の
内
容
は
、
こ
の
二
点
に
集
約
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
西
原
の
言
う
「
王
道
主
義
」
は
、
民
衆
の
経
済
生
活
を
何
よ
り
も
重
視
す
る
政
治
観
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
韓
国

人
の
経
済
生
活
を
混
乱
・
破
壊
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
彼
が
随
所
で
述
べ
て
い
る
の
も
、
こ
の
政
治
観
の
表
わ
れ
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、
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西
原
に
と
っ
て
は
、
経
済
的
充
足
こ
そ
民
衆
統
治
の
す
べ
て
で
あ
り
、「
善
政
」
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
西
原
の
政
治

観
は
大
き
な
問
題
を
孕
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
相
手
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
認
識
の
問
題
で
あ
り
、
韓
国
民
衆
の
反
日

運
動
（
義
兵
闘
争
）
に
対
す
る
見
方
に
表
れ
て
い
る
。

義
兵
運
動
は
当
初
こ
そ
、
生
活
基
盤
の
破
壊
に
対
す
る
自
然
発
生
的
・
分
散
的
な
反
抗
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
次
第
に
広
汎
な
民

衆
の
支
持
に
立
つ
国
権
回
復
運
動
と
し
て
発
展
し
て
い
っ（
４３
）

た
。
し
か
し
、
西
原
の
認
識
で
は
、
反
日
運
動
は
経
済
恐
慌
が
生
み
出
し
た

問
題
で
し
か
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
西
原
は
、
開
港
市
か
ら
離
れ
た
地
方
を
中
心
に
経
済
的
窮
状
と
「
暴
徒
ノ
蜂
起
」
が
生
じ
て
い

る
と
指
摘
し
、「
従
来
ノ
方
針
ヲ
更
革
ス
ル
ニ
ア
ラ
ス
ン
ハ
十
三
道
挙
テ
暴
徒
ノ
蜂
起
ス
ル
ニ
至
ル
」
と
警
告
し
て
い（
４４
）

る
。「
従
来
ノ
方

針
」
と
は
目
賀
田
財
政
顧
問
の
方
針
を
指
し
、
西
原
は
「
暴
徒
ノ
蜂
起
」
が
「
激
烈
主
義
」
の
対
韓
施
政
（
目
賀
田
改
革
）
に
起
因
す

る
と
考
え
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
施
政
方
針
を
「
王
道
主
義
」
に
改
め
る
こ
と
で
経
済
的
に
「
民
ヲ
安
ス
ル
」
こ
と
が
で
き
、「
暴

徒
」
も
早
晩
鎮
ま
る
の
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
反
日
義
兵
運
動
（「
暴
徒
ノ
蜂
起
」）
が
、
日
本
の
韓
国
統
治
そ
の
も
の
に
対
す
る
反
対
と
し
て
で
は
な
く
、
統
治
方
針
に

対
す
る
反
対
（「
激
烈
主
義
」
か
「
王
道
主
義
」）
と
し
て
し
か
理
解
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
四
大
秕
政
」
の
（
四
）「
暴

徒
蜂
起
の
理
由
」
の
項
目
で
、
西
原
は
軍
事
力
に
よ
る
予
防
策
強
化
も
主
張
し
て
い
る
。
義
兵
運
動
の
拡
大
に
直
面
し
た
統
監
府
が
軍

事
的
抑
圧
体
制
を
強
化
す
る
中
、
西
原
も
日
本
側
が
備
え
る
「
大
な
る
威
圧
力
」（
韓
国
駐
剳
軍
と
憲
兵
隊
）
を
も
っ
と
有
効
に
動
か

す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
。
西
原
に
お
い
て
は
、
民
衆
生
活
の
経
済
的
充
足
に
傾
斜
し
た
政
治
観
が
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
運
動
に
対
す

る
理
解
の
欠
如
と
裏
腹
の
関
係
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
西
原
の
統
監
政
治
批
判
と
「
王
道
主
義
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、
西
原
は
統
監
政
治
に
対
す
る
批
判
活
動
に
終
始
し

た
わ
け
で
は
な
い
。「
王
道
主
義
」
を
実
践
す
る
た
め
に
西
原
が
乗
り
出
し
た
の
は
、
実
業
の
世
界
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
共
益
社
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の
創
設
で
あ
る
。
次
章
以
降
で
は
、
共
益
社
に
お
け
る
西
原
の
実
業
活
動
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

三

共
益
社
の
創
設

共
益
社
は
各
種
の
輸
出
入
品
の
取
引
・
販
売
に
従
事
し
て
い
た
組
合
組
織
で
、
一
九
〇
七
年
八
月
に
設
立
さ
れ
た
。
創
立
メ
ン
バ

ー
は
京
城
韓
国
人
商
業
会
議
所
議
員
の
布
木
商
で
あ
る
朴
承
禝
・
崔
仁
成
・
金
元
植
・
崔
景
瑞
で
、
創
立
時
の
資
本
金
は
一
万
円
で
あ

っ
た
。
社
長
は
朴
で
あ
っ
た
が
、
実
際
の
仕
事
は
西
原
が
引
受
け
て
い（
４５
）

た
。

共
益
社
の
事
業
の
概
要
・
沿
革
に
つ
い
て
は
、「
株
式
会
社
共
益
社
設
立
目
論
見
書
」
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き（
４６
）

る
。
こ
の
「
目

論
見
書
」
自
体
は
共
益
社
創
設
時
で
は
な
く
、
組
合
組
織
か
ら
株
式
会
社
へ
の
組
織
転
換
（
一
九
一
四
年
）
に
際
し
て
書
か
れ
た
も
の

で
あ
る
が
、
共
益
社
の
創
設
目
的
と
事
業
の
沿
革
を
ま
と
め
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
「
目
論
見
書
」
を
中
心
に
し
て
、
共
益
社
創
設

の
目
的
な
ら
び
に
事
業
の
概
要
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
共
益
社
創
設
の
意
義
に
つ
い
て
、「
目
論
見
書
」
は
冒
頭
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
共
益
社
ハ
朝
鮮
ノ
旧

態
ニ
依
ル
移
輸
出
入
貿
易
ノ
取
引
経
路
革
新
ヲ
計
画
実
行
シ
産
業
ノ
発
達
助
長
ニ
資
シ
殊
ニ
時
代
ノ
要
求
ニ
伴
フ
急
激
ナ
ル
変
化
ニ
処

シ
朝
鮮
ノ
商
業
者
ニ
依
準
ス
ル
所
ア
ラ
シ
ム
ル
ノ
指
針
ト
ナ
リ
所
謂
共
益
ノ
主
義
ニ
基
キ
隆
熙
元
年
八
月
三
十
日
設
立
」
し
た
と
い
う
。

こ
の
引
用
箇
所
に
お
い
て
は
二
つ
の
点
が
注
目
さ
れ
る
。
第
一
は
、
共
益
社
が
韓
国
に
お
け
る
「
取
引
経
路
革
新
」、
つ
ま
り
流
通

過
程
の
革
新
を
図
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
韓
国
に
お
け
る
綿
製
品
取
引
の
事
情
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。
韓
国
で
は
当
時
、

中
国
品
で
あ
れ
欧
米
品
で
あ
れ
、
綿
製
品
は
中
国
人
仲
介
の
問
屋
か
ら
供
給
を
受
け
て
い
た
。
京
城
に
は
い
く
つ
か
の
日
本
綿
布
糸
商

店
が
あ
っ
た
が
、
韓
国
人
布
木
商
と
日
本
人
商
店
と
の
直
接
取
引
は
皆
無
に
等
し
か
っ
（
４７
）

た
。
西
原
が
言
う
に
は
、「
日
本
織
物
の
進
出

し
よ
う
道
理
の
な
い
こ
と
も
無
論
で
あ
る
が
、
甘
い
汁
は
中
間
の
支
那
商
人
に
吸
わ
れ
て
、
朝
鮮
布
木
商
は
得
る
と
こ
ろ
少
な
」
か
っ
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た
の
で
あ（
４８
）

る
。

そ
こ
で
第
二
に
述
べ
て
い
る
こ
と
が
、「
共
益
ノ
主
義
」
で
あ
る
。
西
原
は
、「
日
韓
共
益
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

単
に
経
済
的
意
義
の
み
で
な
く
、
日
本
と
朝
鮮
と
の
経
済
上
の
緊
密
な
提
携
に
よ
っ
て
、
切
っ
て
も
切
れ
ぬ
兄
弟
の
国
に
し
よ
う
と
い

う
、
神
鞭
先
生
直
伝
の
王
道
主
義
に
根
ざ
し
た
も
の
」
だ
と
語
っ
て
い（
４９
）

る
。
西
原
が
言
う
「
王
道
主
義
」
と
は
経
済
生
活
の
向
上
・
充

実
を
意
味
し
た
が
、
そ
れ
は
「
経
済
的
共
益
」
に
基
く
「
日
韓
提
携
」
を
も
意
味
し
た
わ
け
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
狙
い
か
ら
設
立
さ
れ
た
共
益
社
は
、
京
城
に
本
店
を
置
い
て
営
業
を
行
っ
た
。
ま
た
、
支
店
が
仁
川
・
平
壌
・
奉
天

に
、
出
張
所
が
清
風
・
安
東
県
・
長
春
に
あ
っ
た
。
取
扱
商
品
は
、
輸
移
入
品
が
綿
布
・
綿
糸
・
絹
布
・
麻
布
、
輸
移
出
品
が
雑
穀
・

牛
皮
・
朝
鮮
紙
で
、
社
内
に
は
輸
入
部
と
輸
出
部
を
設
け
て
い
た
。
た
だ
、
元
々
わ
ず
か
な
資
本
で
立
ち
上
げ
た
共
益
社
が
経
営
を
軌

道
に
乗
せ
る
に
は
、
資
金
的
基
盤
を
強
化
す
る
こ
と
は
欠
か
せ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
輸
出
入
品
の
取
引
・
販
売
資
金
を
得
る
に
あ
た

っ
て
共
益
社
が
関
係
を
築
い
た
の
が
、
韓
国
銀
行
（
の
ち
の
朝
鮮
銀
行
）
と
十
八
銀
行
で
あ
っ（
５０
）

た
。

植
民
地
銀
行
と
し
て
の
業
務
を
第
一
銀
行
か
ら
引
き
継
ぎ
、
一
九
〇
九
年
一
〇
月
に
発
足
し
た
韓
国
銀
行
（
一
九
一
〇
年
八
月
に
朝

鮮
銀
行
に
改
称
）
は
、
輸
移
出
入
品
へ
の
貸
付
と
商
業
金
融
に
力
点
を
置
い
て
い
た
。
同
行
は
総
督
府
の
輸
移
出
奨
励
政
策
に
沿
っ
て
、

米
・
豆
類
・
綿
花
・
牛
皮
・
金
な
ど
重
要
輸
移
出
品
に
対
す
る
貸
出
と
日
本
製
綿
糸
布
の
輸
入
取
引
に
特
別
の
便
宜
を
図
る
方
針
を
取

っ
て
い（
５１
）

た
。
日
本
綿
糸
布
の
朝
鮮
市
場
支
配
が
可
能
に
な
っ
た
の
も
、
韓
国
銀
行
の
資
金
的
援
助
が
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
綿

布
糸
移
入
の
た
め
の
低
利
資
金
融
通
に
つ
い
て
、
西
原
は
寺
内
正
毅
朝
鮮
総
督
に
直
接
働
き
か
け
る
こ
と
も
あ
っ（
５２
）

た
。

ま
た
、
韓
国
（
朝
鮮
）
銀
行
に
加
え
、
共
益
社
は
十
八
銀（
５３
）

行
と
も
資
金
面
で
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
。
西
原
は
共
益
社
創
設
前

か
ら
す
で
に
十
八
銀
行
と
関
係
し
、
後
述
の
三
栄
輸
出
組
合
に
対
抗
し
て
西
原
が
組
織
さ
せ
た
彰
信
社
と
の
間
に
取
引
が
あ
っ（
５４
）

た
。
共

益
社
創
設
後
も
、
低
利
資
金
融
通
を
得
る
に
あ
た
っ
て
西
原
は
、
十
八
銀
行
の
清
水
文
之
輔
に
接
触
し
て
い（
５５
）

た
。
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共
益
社
を
設
立
し
た
西
原
が
最
初
に
手
が
け
た
事
業
は
、
韓
国
で
の
綿
布
輸
入
・
取
引
で
あ
っ
た
。
ま
ず
は
、
共
益
社
が
こ
の
部
門

に
ど
の
よ
う
に
進
出
し
た
か
を
、
日
露
戦
争
期
の
韓
国
綿
布
市
場
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
論
じ
る
。

周
知
の
通
り
、
日
本
製
綿
布
の
韓
国
市
場
進
出
は
、
近
代
綿
紡
績
業
が
成
立
す
る
日
清
戦
争
の
頃
に
始
ま
る
。
日
露
戦
争
の
頃
に
は

対
韓
国
綿
布
輸
出
を
巡
っ
て
、
金
巾
製
織
株
式
会
社
・
大
阪
紡
績
株
式
会
社
・
三
重
紡
績
株
式
会
社
の
三
社
の
競
争
が
熾
烈
を
極
め
、

採
算
を
度
外
視
し
た
無
謀
な
価
格
競
争
に
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
大
阪
紡
と
三
重
紡
の
相
談
役
で
あ
っ
た
渋
沢
栄
一
が
両
社
に
競
争

中
止
を
勧
告
す
る
と
と
も
に
、
三
井
物
産
に
仲
裁
を
依
頼
し
た
。
そ
の
結
果
、
三
社
は
一
九
〇
六
年
三
月
に
三
栄
輸
出
組
合
を
結
成
し
、

三
井
物
産
が
一
手
販
売
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ（
５６
）

た
。

一
方
、
韓
国
人
布
木
商
は
彰
信
社
と
い
う
合
名
会
社
を
結
成
（
一
九
〇
五
年
七
月
）
し
て
お
り
、
西
原
も
こ
れ
に
関
わ
っ
て
い
た
。

彰
信
社
は
三
栄
輸
出
組
合
に
対
抗
す
べ
く
、
一
九
〇
六
年
一
〇
月
に
富
士
瓦
斯
紡
績
と
契
約
し
て
同
社
製
品
を
一
手
に
韓
国
に
輸
入
す

る
。
そ
の
後
、
彰
信
社
と
富
士
紡
の
契
約
を
承
継
し
た
の
が
、
共
益
社
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
鐘
淵
紡
績
も
共
益
社
と
特
約
し
て
対
韓
国

輸
出
に
乗
り
出
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
三
栄
組
合
の
成
立
で
一
時
停
止
し
て
い
た
韓
国
綿
布
市
場
で
の
競
争
が
始
ま
る
こ
と
に
な
っ

（
５７
）

た
。さ

ら
に
、
共
益
社
が
業
務
提
携
関
係
を
結
ん
だ
企
業
と
し
て
、
伊
藤
忠
本
店
が
最
も
重
要
で
あ
る
。
伊
藤
忠
も
対
韓
貿
易
拡
大
に
乗

り
出
す
べ
く
、
一
九
〇
四
年
一
〇
月
に
韓
国
に
視
察
員
を
派
遣
し
て
市
場
調
査
を
行
っ
て
い
た
。
こ
の
韓
国
視
察
報
告
を
踏
ま
え
、
伊

藤
忠
は
本
店
内
に
輸
出
部
を
設
け
る
と
と
も
に
、
一
九
〇
七
年
一
月
に
は
京
城
に
出
張
所
を
開
設
し
た
。
京
城
出
張
所
を
開
設
し
た
伊

藤
忠
が
取
引
を
開
始
し
た
の
が
彰
信
社
で
あ
り
、
彰
信
社
が
共
益
社
に
合
併
・
吸
収
さ
れ
た
後
、
伊
藤
忠
は
共
益
社
と
取
引
関
係
を
持

つ
に
至
っ（
５８
）

た
。
共
益
社
は
富
士
紡
・
鐘
紡
製
品
の
輸
入
・
販
売
に
あ
た
っ
て
伊
藤
忠
を
仲
介
に
し
て
、
三
井
物
産
中
心
の
三
栄
組
合
に

対
抗
し
た
の
で
あ（
５９
）

る
。
そ
の
後
も
共
益
社
と
伊
藤
忠
の
提
携
関
係
は
強
化
さ
れ
、
一
九
一
四
年
一
〇
月
の
共
益
社
改
組
・
株
式
会
社
化
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へ
と
つ
な
が
っ
て
い（
６０
）

く
。
そ
の
過
程
で
西
原
は
、
朝
鮮
銀
行
幹
部
と
も
相
談
し
な
が
ら
事
を
進
め
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
一
九
一
四

年
三
月
に
西
原
が
伊
藤
忠
側
と
組
織
変
更
に
つ
い
て
協
定
し
た
会
合
に
は
、
木
村
雄
次
朝
鮮
銀
行
理
事
ら
も
同
席
し
て
い（
６１
）

た
。

こ
の
よ
う
に
、
共
益
社
は
伊
藤
忠
と
朝
鮮
銀
行
の
協
力
を
取
り
付
け
つ
つ
、
事
業
と
組
織
の
拡
充
を
図
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
た

だ
し
、
共
益
社
の
事
業
は
単
に
綿
布
輸
入
の
量
的
拡
大
を
図
ろ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。
先
述
の
通
り
、
共
益
社
創
設
の
狙
い
は
韓

国
に
お
け
る
「
取
引
経
路
革
新
」、
す
な
わ
ち
流
通
過
程
の
革
新
を
図
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
西
原
は
、
綿
布
輸
入
・
取
引
を

中
国
人
商
人
が
取
り
仕
切
っ
て
い
た
こ
と
を
問
題
に
し
て
い
た
。
西
原
が
貿
易
事
業
に
着
手
す
る
に
あ
た
っ
て
直
面
し
た
問
題
状
況
こ

そ
、
近
年
の
ア
ジ
ア
経
済
史
研
究
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
点
に
他
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
ア
ジ
ア
諸
地
域
に
は
当
時
、
上
海

を
拠
点
と
す
る
中
国
人
商
人
の
通
商
網
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

朝
鮮
半
島
を
巡
る
国
際
物
流
の
動
向
に
つ
い
て
言
え
ば
、
一
八
八
八
年
三
月
に
お
け
る
中
国
・
朝
鮮
間
直
接
航
路
（
上
海
―
芝
罘
―

仁
川
間
）
の
開
設
が
も
た
ら
し
た
影
響
が
大
き
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
上
海
―
仁
川
航
路
の
開
設
で
、
仁
川
在
留
の
中
国
人
商
人
が
上

海
か
ら
外
国
製
綿
布
を
直
接
仕
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ（
６２
）

る
。
西
原
が
綿
布
輸
入
事
業
で
痛
感
し
た
の
も
、
上
海
―
仁
川
航
路

に
よ
る
中
国
人
商
人
の
通
商
活
動
の
強
さ
で
あ
っ
た
。
西
原
は
、「
清
商
ノ
対
抗
策
ハ
到
底
通
常
手
段
ヲ
以
テ
彼
ヲ
制
ス
ル
能
ハ
ザ
ル

ハ
勿
論
価
格
ニ
於
テ
彼
ト
対
抗
ス
ル
ハ
亦
堪
ヘ
能
ハ
ザ
ル
」
と
、
そ
の
強
さ
を
述
べ
て
い（
６３
）

る
。
ま
た
、
上
海
―
仁
川
間
航
路
で
輸
入
さ

れ
る
外
国
製
綿
布
・
絹
布
（
中
国
製
麻
布
・
絹
布
、
イ
ギ
リ
ス
製
金
巾
・
そ
の
他
の
綿
布
）
が
、「
韓
人
需
要
品
輸
入
ノ
約
五
割
以
上

ヲ
占
有
ス
ル
」
と
し
て
い
る
。
中
国
人
商
人
が
外
国
製
綿
布
・
絹
布
を
数
多
く
上
海
か
ら
輸
入
し
て
い
る
現
状
に
対
し
て
、「
該
貨
物

ヲ
日
本
ノ
勢
力
範
囲
ニ
漸
次
吸
収
シ
韓
国
ニ
於
ケ
ル
清
商
ノ
根
底
ヲ
漸
進
的
ニ
浸
蝕
シ
遂
ニ
彼
レ
ヲ
シ
テ
施
ス
ニ
余
地
ナ
カ
ラ
シ
メ
更

ニ
日
本
品
ノ
販
路
拡
張
発
展
ニ
資
ス
ル
」
途
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
西
原
が
求
め
た
の
は
、
統
監
府
鉄
道
庁
・
鉄
道
院
と
日
本
郵
船
会
社
の
上
海
航
路
と
の
門
司
に
お
け
る
中
継
連
絡
輸
送
の
開
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始
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
上
海
―
仁
川
航
路
へ
の
対
抗
策
に
他
な
ら
な
ら
な
い
。
共
益
社
は
イ
ギ
リ
ス
製
綿
布
と
中
国
製
絹
・
麻
織
物

の
上
海
で
の
直
接
取
引
に
乗
り
出
す
際
、
輸
送
コ
ス
ト
・
日
数
の
軽
減
を
図
る
こ
と
で
中
国
人
商
人
に
対
抗
し
よ
う
と
し
た
。
日
本
郵

船
と
の
交
渉
で
上
海
―
門
司
間
の
運
賃
を
三
分
の
一
に
低
減
さ
せ
、
門
司
か
ら
は
低
運
賃
の
鉄
道
を
利
用
し
た
の
で
あ（
６４
）

る
。
ま
た
、
伊

藤
忠
も
一
九
〇
九
年
に
伊
藤
洋
行
を
上
海
に
設
立
し
、
イ
ギ
リ
ス
製
綿
布
や
ド
イ
ツ
製
毛
織
物
、
中
国
絹
・
綿
織
物
を
韓
国
へ
輸
出
し

て
い
た
。
そ
の
際
や
は
り
、
日
本
郵
船
に
交
渉
し
て
運
賃
を
三
分
の
一
に
軽
減
さ
せ
、
釜
山
か
ら
は
鉄
道
を
利
用
し
た
。
こ
の
結
果
、

上
海
―
京
城
間
の
輸
送
日
数
は
短
縮
さ
れ
、
中
国
人
商
人
が
頼
っ
て
い
た
上
海
―
仁
川
間
の
定
期
航
路
が
廃
航
と
な
っ（
６５
）

た
。

と
は
い
え
、
西
原
は
そ
の
後
も
、
中
国
人
商
人
の
通
商
活
動
力
の
強
さ
を
述
べ
て
い
る
。
西
原
は
寺
内
朝
鮮
総
督
に
宛
て
た
「
綿
布

糸
移
入
低
利
資
金
ニ
付
御（
６６
）

願
」
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
共
益
社
で
は
こ
れ
ま
で
、「
其
販
売
ニ
輸
送
ニ
金
融
ニ
一
ニ
外
商
殊
ニ

支
那
商
人
ニ
輸
セ
サ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
努
メ
更
ニ
鮮
商
ヲ
開
導
誘
掖
シ
以
テ
地
方
在
留
並
ニ
行
商
ノ
支
那
商
人
ト
対
抗
ノ
途
ヲ
講
シ
」
て
き

た
。
し
か
し
、
一
九
一
三
年
に
は
不
況
の
影
響
を
う
け
た
結
果
、「
外
国
綿
布
及
其
取
扱
者
タ
ル
外
商
並
ニ
支
那
商
潜
勢
力
ノ
大
ナ
ル

ヲ
証
明
ス
ル
ニ
足
リ
彼
等
ノ
牢
固
タ
ル
地
盤
ハ
一
朝
ニ
シ
テ
朝
鮮
市
場
ヨ
リ
駆
逐
ス
ル
能
ハ
サ
ル
ハ
勿
論
動
モ
ス
レ
ハ
突
破
逆
襲
ヲ
蒙

ラ
ン
ト
ス
ル
現
状
ニ
有
之
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

共
益
社
の
事
業
は
モ
ノ
の
流
通
に
携
わ
っ
て
い
た
ゆ
え
、
西
原
は
流
通
過
程
に
お
け
る
中
国
人
商
人
の
強
さ
を
痛
感
し
、
こ
れ
と
競

争
・
対
抗
し
て
流
通
過
程
を
革
新
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
日
清
戦
争
以
降
の
紡
績
業
の
発
展
を
う
け
、
綿
関
係
品
取
引
に
お
け
る

日
本
人
通
商
網
の
優
位
を
目
指
す
動
き
が
生
じ
、
第
一
次
大
戦
前
ま
で
に
日
本
人
通
商
網
の
拡
張
が
進
ん
で
い（
６７
）

く
。
共
益
社
の
対
韓
綿

布
輸
入
事
業
も
ま
さ
に
、
華
商
通
商
網
へ
の
対
抗
と
日
本
人
通
商
網
の
拡
張
の
一
端
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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四

大
陸
貿
易
と
「
日
露
経
済
提
携
」

韓
国
貿
易
に
従
事
し
て
い
た
共
益
社
は
、
新
た
な
事
業
展
開
先
と
し
て
満
州
に
注
目
す
る
よ
う
に
な
る
。
日
露
戦
争
後
に
日
本
の
大

陸
経
営
が
進
展
す
る
中
、
西
原
の
共
益
社
は
ど
の
よ
う
な
形
で
満
州
貿
易
に
乗
り
出
し
て
い
く
の
か
。
本
章
で
は
ま
ず
、
満
州
経
済
・

貿
易
に
関
す
る
西
原
の
認
識
と
構
想
に
つ
い
て
論
じ
る
。
そ
の
上
で
、
西
原
の
構
想
と
共
益
社
の
商
業
活
動
の
経
済
的
特
徴
・
意
義
を
、

当
時
の
満
州
貿
易
の
動
向
に
照
ら
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

満
州
貿
易
に
お
い
て
、
西
原
は
と
く
に
北
満
州
と
の
経
済
関
係
強
化
を
図
ろ
う
と
し
た
。
そ
の
際
、
当
然
問
題
と
な
る
の
は
北
満
州

を
勢
力
圏
と
し
て
い
た
ロ
シ
ア
と
の
関
係
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
西
原
が
ロ
シ
ア
の
北
満
州
経
営
と
日
露
間
の
経
済
関
係
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
た
か
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な（
６８
）

い
。

西
原
が
北
満
州
と
の
貿
易
で
注
目
し
て
い
た
の
は
、
農
業
開
発
の
進
展
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
従
来
は
高
梁
や
粟
な
ど
を
現
地
居
住
者
の

需
要
用
に
生
産
す
る
の
み
で
あ
っ
た
が
、
今
で
は
小
麦
・
小
麦
粉
・
大
豆
の
生
産
が
拡
大
し
て
い
る
と
い
う
。
確
か
に
、
西
原
が
注
目

し
た
北
満
州
に
お
け
る
農
業
生
産
の
活
況
に
つ
い
て
は
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
貿
易
事
務
館
や
ハ
ル
ピ
ン
総
領
事
館
の
通
商
報
告
で
も

伝
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
も
、
北
満
州
の
主
要
農
産
物
で
あ
る
小
麦
・
小
麦
粉
と
大
豆
三
品
（
大
豆
・
大
豆
粉
・
豆
粕
）
は
、
ウ
ラ
ジ

オ
ス
ト
ッ
ク
経
由
で
日
本
市
場
へ
の
輸
出
を
伸
ば
す
と
早
く
か
ら
見
込
ま
れ
て
い（
６９
）

た
。

こ
の
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
の
経
営
に
よ
る
北
満
州
の
農
業
開
発
と
農
産
物
輸
出
が
進
展
し
て
い
た
。
し
か
し
西
原
は
、
ロ
シ
ア
の
北
満

州
開
発
は
日
本
の
勢
力
圏
で
あ
る
南
満
州
と
の
関
係
で
い
ず
れ
限
界
に
行
き
着
く
と
見
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、「
東
洋
ノ
各
市
場
ニ
通

ス
ル
南
満
州
ノ
関
門
ニ
シ
テ
吾
々
占
拠
ス
ル
限
リ
満
蒙
ノ
開
発
ハ
或
ル
程
度
ニ
局
限
」
さ
れ
、「
北
満
ニ
於
ケ
ル
経
済
的
発
達
其
膨
張

ノ
頂
点
ニ
達
セ
ハ
自
ラ
南
満
ニ
向
テ
突
破
ヲ
試
ル
ニ
至
ル
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、「
日
露
両
国
民
ノ
経
済
的
密
接
ナ
ル
関
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係
ヲ
有
セ
サ
ル
限
リ
再
ヒ
兵
馬
ニ
ヨ
リ
勢
威
ノ
帰
向
ヲ
決
セ
ザ
ル
可
ラ
ザ
ル
ノ
惨
劇
ヲ
演
ス
ル
」
恐
れ
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
西
原

は
対
露
関
係
に
つ
い
て
、「
両
国
民
ノ
虚
心
坦
懐
ナ
ル
提
携
ヲ
吾
ヨ
リ
進
ン
テ
惟
レ
求
メ
満
蒙
ヲ
開
発
シ
東
洋
ノ
生
産
界
ニ
一
大
親
現

象
ヲ
現
出
ス
ル
ニ
ア
リ
」
と
、
満
州
に
お
け
る
「
日
露
経
済
提
携
」
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
西
原
の
認
識
に
よ
れ
ば
、
日
露
協
約
が

成
立
し
た
と
は
言
え
、
経
済
レ
ベ
ル
で
の
両
国
の
密
接
化
・
提
携
が
な
け
れ
ば
軍
事
的
衝
突
の
危
機
は
依
然
と
し
て
残
っ
て
し
ま
う
の

で
あ
る
。

で
は
、
西
原
は
具
体
的
に
何
を
手
が
か
り
に
し
て
、
日
露
経
済
提
携
を
進
め
よ
う
と
し
た
の
か
。
そ
れ
は
、
ロ
シ
ア
人
経
営
の
製
粉

企
業
が
生
産
す
る
小
麦
粉
で
あ
っ
た
。

東
ア
ジ
ア
の
小
麦
粉
市
場
で
は
、
ア
メ
リ
カ
産
小
麦
粉
が
優
勢
を
誇
っ
て
お
り
、
日
本
へ
の
輸
入
も
増
加
し
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
の

小
麦
生
産
お
よ
び
製
粉
業
の
事
情
を
調
査
し
た
シ
カ
ゴ
領
事
館
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
一
九
〇
四
年
に
は
日
本
の
輸
入
額
が
価
格
・
数
量

と
も
に
、
東
ア
ジ
ア
最
大
の
仕
向
先
で
あ
っ
た
香
港
の
輸
入
額
を
凌
駕
す
る
よ
う
に
な
っ（
７０
）

た
。
こ
の
ア
メ
リ
カ
産
小
麦
粉
に
対
抗
し
て

東
ア
ジ
ア
各
地
へ
進
出
を
図
ろ
う
と
し
た
の
が
、
ハ
ル
ピ
ン
の
ロ
シ
ア
人
製
粉
業
者
で
あ
っ
た
。
ハ
ル
ピ
ン
を
中
心
と
す
る
北
満
州
産

小
麦
粉
は
、
満
州
市
場
に
お
い
て
は
一
九
〇
三
年
に
す
で
に
ア
メ
リ
カ
製
小
麦
粉
に
取
っ
て
代
わ
り
、
中
国
人
商
人
の
手
に
よ
っ
て
営

口
か
ら
天
津
へ
と
販
路
を
広
げ
つ
つ
あ
っ（
７１
）

た
。
ま
た
、
日
露
戦
争
後
の
南
満
州
で
は
、
ア
メ
リ
カ
産
小
麦
粉
は
銀
価
相
場
下
落
で
打
撃

を
う
け
る
と
と
も
に
、
ハ
ル
ピ
ン
産
小
麦
粉
や
上
海
産
小
麦
粉
の
台
頭
に
直
面
し
て
い
た
。
牛
荘
領
事
館
の
報
告
は
、
ハ
ル
ピ
ン
産
小

麦
粉
が
「
南
満
州
ニ
於
ケ
ル
米
国
麦
粉
ノ
勁
敵
タ
ル
コ
ト
更
ニ
疑
ノ
余
地
無
シ
」
と
伝
え
て
い（
７２
）

た
。

西
原
い
わ
く
、
製
粉
業
は
「
露
国
満
州
経
営
ノ
鉄
柱
」
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
官
民
が
そ
の
発
達
を
期
待
し
て
い
た
産
業
で
あ

っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
小
麦
粉
輸
入
が
日
露
経
済
提
携
の
方
途
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
北
満
州
と
の
関
係
に
つ
い
て
西
原

が
期
待
し
た
の
は
輸
入
貿
易
だ
け
で
は
な
い
。
北
満
州
が
日
本
製
綿
製
品
の
新
た
な
輸
出
市
場
と
し
て
も
期
待
さ
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
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で
も
な
い
。
言
わ
ば
、「
小
麦
粉
と
綿
製
品
の
交
換
」
こ
そ
、「
日
露
経
済
提
携
」
と
北
満
州
へ
の
経
済
的
進
出
の
支
柱
で
あ
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
西
原
の
認
識
・
構
想
に
基
づ
い
て
、
共
益
社
は
満
州
で
の
商
業
活
動
に
乗
り
出
す
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
共
益
社
の
商
業
活
動
は
、
当
時
の
北
満
州
経
済
・
貿
易
の
動
向
に
照
ら
し
て
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
か
。
次
に
、
ハ
ル
ピ
ン
総
領
事
の
報（
７３
）

告
な
ど
を
元
に
し
て
北
満
州
貿
易
の
動
向
に
触
れ
つ
つ
、
共
益
社
の
商
業
活
動
の
経
済

的
特
徴
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

共
益
社
の
活
動
は
、
一
九
〇
七
年
頃
か
ら
す
で
に
始
ま
っ
て
い
た
北
満
州
で
の
日
本
人
商
人
・
商
社
の
動
き
に
加
わ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
満
州
に
お
け
る
輸
入
と
く
に
綿
布
輸
入
の
面
で
は
、
一
九
〇
八
年
に
三
井
物
産
ハ
ル
ピ
ン
出
張
所
が
大
連
経
由
で
の
輸
入
に
着
手

し
て
い（
７４
）

た
。
綿
布
輸
入
に
お
け
る
共
益
社
の
活
動
は
三
井
物
産
の
後
塵
を
拝
す
る
も
の
で
あ
り
、
日
本
製
品
の
販
路
拡
大
に
一
役
買
う

も
の
で
あ
っ
た
。

一
方
、
満
州
か
ら
の
農
産
物
輸
出
で
は
、
一
九
〇
七
年
夏
か
ら
日
本
人
商
人
が
大
豆
・
豆
粕
の
買
付
け
に
従
事
し
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト

ッ
ク
経
由
で
日
本
へ
輸
出
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
と
く
に
三
井
物
産
の
場
合
に
は
、
一
九
〇
八
年
後
半
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
へ
の

大
豆
輸
出
も
手
が
け
る
よ
う
に
も
な
っ（
７５
）

た
。
こ
の
よ
う
な
日
本
人
商
人
の
活
動
に
つ
い
て
は
川
上
俊
彦
在
ハ
ル
ピ
ン
総
領
事
も
「
我
那

商
家
カ
独
力
ヲ
以
テ
之
ニ
着
手
シ
タ
ル
ニ
至
テ
ハ
当
地
外
商
ノ
斉
シ
ク
驚
嘆
ス
ル
処
ニ
シ
テ
吾
人
大
ニ
意
ヲ
強
フ
シ
テ
可
ナ
リ
ト
存

侯
」
と
評
価
し
て
い
た
。

つ
ま
り
、
西
原
の
構
想
は
、
農
産
物
輸
出
で
す
で
に
始
ま
っ
て
い
た
日
本
人
商
社
の
活
動
を
、
小
麦
粉
輸
出
で
押
し
広
げ
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
た
だ
、
日
本
で
は
一
九
〇
八
年
を
ピ
ー
ク
に
、
数
量
・
価
格
両
面
で
小
麦
粉
輸
入
高
は
減
少
傾
向
に
あ

っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
日
露
戦
争
後
に
お
け
る
機
械
製
粉
業
の
発
達
が
あ
り
、
わ
ず
か
な
が
ら
海
外
市
場
へ
の
輸
出
も
始
ま
っ
て
い
た

の
で
あ（
７６
）

る
。
と
な
れ
ば
、
一
九
一
二
年
に
着
手
さ
れ
る
共
益
社
の
小
麦
粉
輸
入
事
業
は
、
日
本
の
製
粉
業
お
よ
び
小
麦
粉
輸
入
の
動
向
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に
必
ず
し
も
見
合
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
も
言
え
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
北
満
州
か
ら
の
小
麦
粉
輸
入
に
こ
だ
わ
っ
た
点
に
こ
そ
、
西
原
の
貿
易
構
想
の
特
徴
を
見
出
せ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
、
小
麦
粉
輸
入
に
つ
い
て
東
清
鉄
道
長
官
ホ
ル
ワ
ー
ト
と
協
議
し
た
時
に
西
原
が
語
っ
た
こ
と
に
注
目
し
て
み
た
い
。
西
原
に

よ
れ
ば
、
北
満
州
に
は
小
麦
・
小
麦
粉
の
豊
富
な
生
産
力
が
あ
る
の
に
、
遠
く
太
平
洋
を
隔
て
た
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
輸
入
に
仰
ぐ
の
は

不
合
理
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
大
陸
鉄
道
網
（
満
鉄
・
東
清
・
朝
鮮
の
三
鉄
道
）
を
海
洋
に
見
立
て
、
ハ
ル
ピ
ン
に
は
海
港
同
様
の
働

き
を
担
わ
せ
た
い
と
語
っ
て
い
た
の
で
あ（
７７
）

る
。
こ
の
発
言
か
ら
は
西
原
が
、
航
路
網
で
各
海
港
が
結
ば
れ
る
海
洋
貿
易
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
よ
う
に
、
各
地
を
結
ぶ
鉄
道
網
を
基
盤
に
大
陸
貿
易
を
発
達
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
際
、
日
本
か
ら
の
一

方
的
な
綿
製
品
輸
出
で
は
な
く
、「
小
麦
粉
と
綿
製
品
の
交
換
」
を
軸
と
す
る
双
方
向
の
物
流
の
活
性
化
に
よ
っ
て
初
め
て
、
大
陸
貿

易
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
成
り
立
つ
の
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
、
ハ
ル
ピ
ン
を
拠
点
と
す
る
大
陸
貿
易
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
ろ
う
と
す
る
時
、
同
地
域
に
お
け
る
取
引
・
流
通
の
主
導
権

を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
に
指
摘
す
る
特
徴
は
中
国
人
商
人
と
の
競
争
、
す
な
わ
ち
前
章
で
も
述
べ
た
華
商
通
商
網
と
の
競

争
・
対
抗
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
共
益
社
だ
け
で
な
く
、
北
満
州
で
の
輸
出
入
業
に
参
入
し
た
そ
の
他
の
日
本
商
人
・
商
社
に
も
あ
て
は

ま
る
だ
ろ
う
。

日
本
人
商
人
・
商
社
が
北
満
州
に
進
出
す
る
前
、
当
地
の
貿
易
・
流
通
を
担
っ
て
い
た
の
は
、
や
は
り
中
国
人
商
人
で
あ
っ
た
。
ウ

ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
貿
易
事
務
館
書
記
生
の
調
査
に
基
づ
く
外
務
省
通
商
局
の
報（
７８
）

告
に
よ
る
と
、
ハ
ル
ピ
ン
市
中
の
商
店
に
は
数
多
く
の

日
本
品
が
並
ん
で
い
る
が
、
そ
の
大
半
は
中
国
人
商
人
が
日
本
の
各
開
港
場
で
仕
入
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
同
報

告
が
、「
吾
人
ハ
日
本
商
品
カ
全
世
界
ヲ
通
シ
テ
毎
ニ
清
商
ノ
驥
尾
ニ
附
シ
国
勢
ノ
拡
張
ニ
伴
ハ
サ
ル
ハ
誠
ニ
慨
嘆
ニ
堪
ヘ
サ
ル
所
ナ

リ
」
と
記
す
状
況
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
北
満
州
産
農
産
物
の
対
日
輸
出
に
従
事
し
て
い
た
商
人
で
最
も
多
か
っ
た
の
も
中
国
人
商
人
で
、
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そ
の
大
半
が
ハ
ル
ピ
ン
に
支
店
を
設
け
て
事
業
を
営
ん
で
い（
７９
）

た
。
北
満
州
産
小
麦
粉
も
中
国
人
商
人
に
よ
っ
て
営
口
・
天
津
に
向
け
て

取
引
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
先
に
も
触
れ
た
通
り
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ハ
ル
ピ
ン
も
ま
た
、
中
国
人
商
人
の
活
発
な
通
商
活
動
網
に
組

み
込
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
当
地
こ
そ
西
原
が
構
想
し
た
大
陸
貿
易
の
拠
点
都
市
で
あ
っ
た
。
彼
の
ハ
ル
ピ
ン
重
視
の
姿
勢
は
、
小

麦
粉
取
引
が
円
滑
に
進
ん
だ
暁
に
は
共
益
社
の
支
店
を
設
置
す
る
計
画
を
立
て
て
い
た
こ
と
に
も
表
れ
て
い（
８０
）

る
。

共
益
社
が
ハ
ル
ピ
ン
で
の
商
業
活
動
に
乗
り
出
す
こ
と
は
、
北
満
州
に
お
い
て
中
国
人
商
人
と
競
争
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

西
原
の
貿
易
構
想
と
は
、
華
商
通
商
網
に
対
抗
し
て
商
取
引
の
主
導
権
を
確
保
し
つ
つ
、
大
陸
を
舞
台
と
す
る
地
域
間
の
物
流
を
活
性

化
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
航
路
網
で
各
地
が
結
ば
れ
る
海
洋
貿
易
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
イ
メ
ー
ジ
に
立
っ
て
、

鉄
道
網
で
各
地
が
結
ば
れ
る
大
陸
貿
易
の
活
性
化
が
展
望
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
構
想
に
は
、
政
府
諸
機
関
の
支
持
・
協
力
を
不
可
欠
と
す
る
諸
問
題
が
含
ま
れ
て
い
た
。
共
益
社
の
事
業
経
営
が
満

州
へ
と
広
が
る
に
つ
れ
、
西
原
の
政
治
的
活
動
も
活
発
に
な
っ
て
い
っ
た
所
以
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
章
で
は
、
西
原
の
貿
易
活
動
の
展

開
を
政
府
諸
機
関
と
の
関
わ
り
の
中
で
論
じ
て
い
く
。
そ
の
上
で
、
西
原
の
大
陸
貿
易
構
想
を
、
日
露
戦
争
後
に
お
け
る
政
府
の
大
陸

政
策
と
の
関
連
に
お
い
て
位
置
づ
け
て
み
た
い
。

五

鉄
道
院
の
国
際
連
絡
運
輸
政
策
と
共
益
社

小
麦
粉
輸
入
事
業
に
着
手
す
る
に
あ
た
り
、
西
原
は
外
交
・
行
政
諸
機
関
の
支
援
を
求
め
、
積
極
的
な
働
き
か
け
を
行
な
う
。
そ
も

そ
も
、
西
原
の
大
陸
貿
易
構
想
は
、
日
露
両
国
間
で
の
鉄
道
連
絡
輸
送
お
よ
び
運
賃
協
定
と
い
う
問
題
を
含
ん
で
お
り
、
行
政
諸
機
関

の
後
ろ
盾
が
欠
か
せ
な
か
っ
た
。
共
益
社
の
小
麦
粉
輸
入
活
動
は
商
業
活
動
で
あ
る
と
同
時
に
、
関
係
政
府
諸
機
関
に
対
す
る
政
治
的

活
動
で
も
あ
っ
た
。
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西
原
が
ま
ず
働
き
か
け
た
の
は
朝
鮮
総
督
府
で
あ
り
、
総
督
の
寺
内
正
毅
で
あ
っ
た
。
西
原
に
よ
れ
ば
、
戦
後
ほ
と
ん
ど
途
絶
し
て

い
た
日
露
貿
易
を
再
開
し
た
い
と
考
え
た
寺
内
が
西
原
に
相
談
を
持
ち
か
け
た
と
い（
８１
）

う
。
寺
内
は
小
麦
粉
輸
入
と
日
露
経
済
提
携
に
関

す
る
意
見
を
西
原
か
ら（
８２
）

聞
い
て
お
り
、
そ
の
意
見
を
妥
当
だ
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
他
、
山
県
伊
三
郎
政
務
総
監
や
荒
井
賢
太
郎
度
支

部
長
官
に
も
意
見
陳
述
や
満
州
視
察
報
告
を
行
っ
て
い（
８３
）

る
。

朝
鮮
総
督
府
へ
の
働
き
か
け
を
踏
ま
え
、
西
原
は
一
九
一
二
年
一
二
月
に
ハ
ル
ピ
ン
へ
行
き
、
ロ
シ
ア
側
関
係
者
と
の
交
渉
に
着
手

す
る
。
こ
の
と
き
西
原
は
、
ハ
ル
ピ
ン
総
領
事
館
の
後
ろ
盾
を
得
な
が
ら
事
を
進
め
て
い
る
。
ロ
シ
ア
側
関
係
者
と
の
交
渉
に
先
立
っ

て
、
西
原
は
本
多
熊
太
郎
ハ
ル
ピ
ン
総
領
事
と
交
渉
方
針
を
協
議
し
て
い（
８４
）

る
。
そ
の
上
で
、
東
清
鉄
道
長
官
・
商
業
部
長
、
露
亜
銀
行

支
配
人
、
ハ
ル
ピ
ン
製
粉
シ
ン
ジ
ゲ
ー
ト
社
長
・
支
配
人
と
交
渉
し
て
い（
８５
）

る
。
西
原
が
東
清
鉄
道
や
露
亜
銀
行
と
交
渉
し
得
た
の
も
、

ハ
ル
ピ
ン
総
領
事
館
の
斡
旋
が
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
ま
た
、
東
清
鉄
道
長
官
ホ
ル
ワ
ー
ト
が
調
査
員
派
遣
を
提
案
し
た
際
、

本
多
ハ
ル
ピ
ン
総
領
事
と
協
議
の
上
で
ホ
ル
ワ
ー
ト
の
提
案
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
っ（
８６
）

た
。

ハ
ル
ピ
ン
総
領
事
館
が
西
原
の
商
業
活
動
の
後
ろ
盾
に
な
っ
た
の
に
は
一
定
の
理
由
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
西
原
の
貿
易
構
想
が
、

ハ
ル
ピ
ン
総
領
事
館
の
考
え
方
に
近
か
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
初
代
ハ
ル
ピ
ン
総
領
事
の
川
上
俊
彦
は
、
一
九
一
一
年
二
月
に

小
村
寿
太
郎
外
相
に
充
て
た
意
見
書
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。
川
上
い
わ
く
、
極
東
ロ
シ
ア
領
は
北
満
州
な
し
で
は
経
済
的
に
存

立
し
得
な
い
。
そ
こ
で
、
北
満
州
経
済
へ
の
進
出
を
通
じ
て
ロ
シ
ア
の
死
命
を
制
し
て
再
挙
を
食
い
止
め
、
ロ
シ
ア
を
し
て
日
露
提
携

・
和
親
へ
と
導
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ゆ
え
に
川
上
は
、
日
本
の
商
工
業
者
の
発
展
を
北
満
州
、
さ
ら
に
は
シ
ベ
リ
ア
方
面
へ
と
誘

導
し
、
日
露
経
済
関
係
を
緊
密
に
す
る
施
策
を
講
じ
る
べ
き
だ
と
提
言
し
て
い（
８７
）

た
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
西
原
が
小
麦
粉
輸
入
を
計
画
し
た
背
景
に
は
、
経
済
レ
ベ
ル
で
の
日
露
提
携
が
な
け
れ
ば
再
び
軍
事
的
衝
突

が
生
じ
る
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
。
西
原
の
小
麦
粉
輸
入
事
業
は
、
ハ
ル
ピ
ン
総
領
事
館
の
政
策
意
見
を
民
間
商
業
者
の
側
か
ら
推
進
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す
る
計
画
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

た
だ
し
、
現
地
外
交
当
局
の
支
援
だ
け
で
は
小
麦
粉
輸
入
計
画
は
進
捗
し
な
い
。
小
麦
粉
輸
入
に
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ

ー
整
備
の
問
題
は
、
別
の
行
政
機
関
の
管
轄
下
に
あ
る
。
そ
の
イ
ン
フ
ラ
と
は
、
鉄
道
連
絡
輸
送
の
確
立
で
あ
り
、
こ
の
問
題
を
管
轄

す
る
の
は
鉄
道
院
で
あ
っ
た
。
西
原
は
「
日
露
経
済
提
携
」
の
端
緒
を
、
鉄
道
に
よ
る
国
際
連
絡
輸
送
の
確
立
に
求
め
て
い
た
。
西
原

い
わ
く
、「
東
清
南
満
両
鉄
路
及
朝
鮮
鉄
道
更
ニ
日
本
鉄
道
ノ
連
盟
的
産
業
開
発
ヲ
根
本
義
ト
セ
ル
連
絡
輸
送
ヲ
開
始
シ
相
互
融
合
ノ

曙
光
ヲ
求
メ
」
る
と
い
う
こ
と
で
あ（
８８
）

る
。
大
陸
諸
鉄
道
の
「
連
盟
」、
す
な
わ
ち
輸
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
に
基
づ
く
「
産
業
開

発
」
が
あ
っ
て
こ
そ
、
大
陸
諸
地
域
間
の
貿
易
・
物
流
が
広
が
る
。
こ
の
点
は
、
先
に
述
べ
た
西
原
の
大
陸
貿
易
構
想
の
核
心
部
分
に

他
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
国
際
連
絡
運
輸
政
策
を
担
う
鉄
道
院
は
、
西
原
に
と
っ
て
は
最
も
重
要
な
政
府
機
関
で
あ
っ
た
と
言
え

る
。国

際
連
絡
運
輸
は
、
日
露
戦
争
後
の
満
州
経
営
の
開
始
に
伴
っ
て
浮
上
し
た
課
題
で
あ（
８９
）

る
。
日
本
側
鉄
道
と
ロ
シ
ア
側
鉄
道
の
運
輸

連（
９０
）

絡
に
つ
い
て
は
、
一
九
〇
八
年
か
ら
一
九
一
三
年
に
か
け
て
日
満
連
絡
運
輸
会
議
が
四
回
開
催
さ
れ
て
い（
９１
）

る
。

西
原
が
小
麦
粉
輸
入
事
業
に
乗
り
出
し
た
の
は
、
第
四
回
日
満
連
絡
運
輸
会
議
の
時
期
に
あ
た
る
。
西
原
は
鉄
道
院
官
僚
と
頻
繁
に

接
触
し
て
お
り
、
平
井
晴
二
郎
鉄
道
院
副
総
裁
か
ら
は
東
清
鉄
道
長
官
ホ
ル
ワ
ー
ト
宛
の
紹
介
状
を
貰
っ
て
ハ
ル
ピ
ン
へ
行
っ
た
と
い

（
９２
）

う
。
鉄
道
院
官
僚
の
中
で
も
特
に
接
触
頻
度
が
多
か
っ
た
の
が
、
木
下
淑
夫
で
あ
る
。
木
下
は
鉄
道
院
運
輸
部
営
業
課
長
で
、
一
九
一

四
年
に
は
運
輸
局
長
と
な
り
、
鉄
道
国
有
後
の
運
輸
行
政
を
統
括
し
た
官
僚
で
あ（
９３
）

る
。
木
下
と
の
接
触
頻
度
の
多
さ
は
『
西
原
日
記
』

で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
何
が
あ
っ
た
の
か
を
探
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
第
四
回
日
満
連
絡

運
輸
会
議
の
内
容
を
、
本
章
の
内
容
と
関
わ
る
限
り
で
言
及
し
て
お
き
た
い
。

第
四
回
日
満
連
絡
運
輸
会
議
で
は
、
西
原
の
小
麦
粉
輸
入
計
画
に
と
っ
て
も
重
要
な
問
題
が
議
題
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
貨
物
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輸
送
運
賃
の
軽
減
問
題
で
あ（
９４
）

る
。
会
議
に
際
し
て
平
井
鉄
道
院
副
総
裁
は
東
清
鉄
道
副
総
裁
ウ
エ
ン
ツ
ェ
リ
に
書
簡
を
発
し
、
貨
物
輸

送
運
賃
の
軽
減
を
希
望
し
て
い（
９５
）

た
。
こ
の
ウ
エ
ン
ツ
ェ
リ
宛
書
簡
の
作
成
に
は
、
木
下
が
関
わ
っ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
文
書
が
あ

（
９６
）

る
。
そ
の
文
書
は
、
北
満
・
シ
ベ
リ
ア
で
の
製
粉
業
の
発
達
と
日
本
で
の
ア
メ
リ
カ
産
小
麦
粉
輸
入
に
触
れ
た
上
で
、「
目
下
南
満
地

方
ニ
輸
入
セ
ル
北
満
産
ノ
麦
粉
ヲ
更
ニ
其
販
売
範
囲
ヲ
拡
張
シ
先
ツ
朝
鮮
内
地
ニ
輸
入
セ
シ
ム
ル
方
策
」
を
講
じ
た
い
と
記
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
朝
鮮
鉄
道
お
よ
び
満
鉄
（
安
奉
線
）、
東
清
鉄
道
（
ハ
ル
ピ
ン
・
長
春
間
）
に
お
け
る
運
賃
低
減
を
希
望
し
て
い
る
。
た
だ

し
、
日
露
貿
易
関
係
の
権
衡
を
失
し
な
い
た
め
に
も
、「
日
本
産
綿
布
綿
糸
及
雑
貨
ノ
現
在
南
北
満
州
ヘ
輸
入
セ
ル
モ
ノ
ヲ
更
ニ
一
層

発
展
」
さ
せ
た
い
。
そ
こ
で
、
日
本
製
綿
布
糸
を
低
廉
な
運
賃
で
釜
山
ま
た
は
大
連
経
由
で
長
春
ま
で
輸
送
す
る
の
で
、
東
清
鉄
道
に

お
い
て
も
運
賃
低
減
を
希
望
す
る
と
も
述
べ
て
い
た
。

つ
ま
り
、
第
四
回
日
満
連
絡
運
輸
会
議
で
鉄
道
院
が
東
清
鉄
道
に
申
し
入
れ
た
希
望
と
は
、
西
原
の
希
望
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
鉄

道
院
は
国
際
連
絡
運
輸
の
上
に
「
小
麦
粉
と
綿
製
品
の
交
換
」
を
構
想
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
西
原
の
事
業
計
画
と
軌
を
一
に
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
が
、
西
原
と
木
下
と
の
間
に
密
接
な
関
係
が
出
来
た
背
景
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
運
賃
低
減
に
関
す
る
政
府
間

交
渉
自
体
は
、
必
ず
し
も
西
原
の
思
い
通
り
に
進
ん
だ
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
日
満
旅
客
・
貨
物
連
絡
運
輸
委
員
会
（
一
九
一
三
年
四

月
に
東
京
で
開
催
）
で
決
定
さ
れ
た
小
麦
粉
運
賃
に
つ
い
て
、
西
原
は
高
額
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
考
え
て
い
（
９７
）

た
。
そ
れ
で

も
な
お
、
西
原
は
鉄
道
院
・
満
鉄
・
朝
鮮
鉄
道
に
輸
送
運
賃
割
引
を
要
請
し
続
け
た
。
小
麦
粉
袋
の
買
付
取
引
は
結
局
、
一
九
一
四
年

五
月
に
お
け
る
満
鉄
三
割
引
運
賃
の
実
施
を
う
け
て
、
同
年
九
月
一
七
日
に
成
立
す
る
こ
と
に
な
っ（
９８
）

た
。

さ
ら
に
、
西
原
が
鉄
道
院
と
共
有
し
合
っ
た
問
題
関
心
と
し
て
は
、
鮮
満
陸
境
関
税
三
分
の
一
減
額
の
実
現
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の

問
題
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
が
指
摘
す
る
通
り
、
鉄
道
院
と
朝
鮮
総
督
府
が
強
い
関
心
を
抱
き
、
西
原
も
早
期
実
現
を
訴
え
て
い（
９９
）

た
。

加
え
て
、
本
稿
で
言
及
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
鮮
満
陸
境
関
税
減
額
問
題
と
国
際
連
絡
運
輸
と
の
関
係
で
あ
る
。
先
述
の
通
り
、
日
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満
貨
物
連
絡
運
輸
の
基
本
方
針
は
、
大
連
経
由
・
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
経
由
両
経
路
の
運
賃
同
額
化
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
こ
の
場
合
、

清
国
海
関
税
率
の
高
い
物
品
に
よ
っ
て
は
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
経
由
の
方
が
大
連
経
由
よ
り
も
費
用
負
担
が
著
し
く
軽
く
な
る
と
の

問
題
指
摘
も
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
方
途
こ
そ
、
朝
鮮
鉄
道
の
利
用
と
鮮
満
陸
境
関
税
軽
減
で
あ
っ（
１００
）

た
。
鉄
道
院
は
日
満
貨

物
連
絡
運
輸
と
の
関
係
で
、
鮮
満
陸
境
関
税
減
額
に
強
い
関
心
を
持
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
清
国
政
府
と
の
交
渉
の
末
、
関
税
減
額
取
極
が
一
九
一
三
年
五
月
二
九
日
に
締
結
さ
れ（
１０１
）

る
。
西
原
は
交
渉
妥

結
の
情
報
を
か
な
り
早
い
段
階
で
入
手
し
て
い
る
。
彼
は
四
月
一
四
日
に
、
外
務
省
の
山
座
円
次
郎
か
ら
減
税
問
題
解
決
の
電
報
に
接

し
て
い（
１０２
）

る
。
ま
た
、
西
原
は
陸
境
関
税
減
額
と
合
わ
せ
て
内
地
（
大
阪
発
お
よ
び
門
司
発
）
・
安
東
県
間
の
輸
送
運
賃
割
引
も
考
え
て

い（
１０３
）

た
。
山
座
の
知
ら
せ
を
受
け
た
西
原
は
東
京
へ
出
向
き
、
綿
布
糸
の
特
約
輸
送
運
賃
を
成
立
さ
せ（
１０４
）

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
西
原
は
、

「
山
坐
、
木
下
君
ノ
配
慮
ニ
ヨ
リ
予
想
ノ
目
的
ヲ
達
ス
ル
ノ
光
明
ヲ
得
」
と
言
っ
て
い（
１０５
）

る
。
「
木
下
君
」
と
は
も
ち
ろ
ん
木
下
淑
夫
の

こ
と
で
あ
り
、
木
下
と
の
密
接
な
連
携
ぶ
り
が
窺
え
よ
う
。

し
か
も
、
対
満
綿
製
品
輸
出
に
お
け
る
西
原
と
木
下
の
関
係
は
、
日
本
綿
糸
布
満
州
輸
出
組
合
の
創
設
過
程
で
も
見
逃
す
こ
と
は
で

き
な
い
。
一
九
一
四
年
三
月
に
創
設
さ
れ
た
こ
の
輸
出
組
合
は
、
三
井
物
産
・
日
本
綿
花
・
湯
浅
商
会
・
大
倉
組
・
光
明
洋
行
・
共
益

社
の
六
社
か
ら
成
り
、
共
益
社
が
組
合
長
を
務
め
た
（
副
組
合
長
は
三
井
物（
１０６
）

産
）。
組
合
創
設
を
働
き
か
け
た
主
た
る
行
政
官
庁
は
鉄

道
院
で
、
木
下
が
鉄
道
院
側
代
表
者
と
し
て
共
益
社
や
三
井
物
産
な
ど
の
関
係
商
社
と
の
交
渉
に
携
わ
っ
て
い
た
の
で
あ（
１０７
）

る
。

以
上
の
通
り
、
西
原
が
そ
の
貿
易
事
業
を
展
開
す
る
に
あ
た
っ
て
、
木
下
と
の
関
係
は
極
め
て
重
要
な
政
治
的
リ
ソ
ー
ス
で
あ
っ
た
。

西
原
と
言
え
ば
、
朝
鮮
総
督
府
・
朝
鮮
銀
行
と
の
つ
な
が
り
の
み
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
が
、
鉄
道
院
官
僚
と
の
つ
な
が
り
に
も

眼
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
西
原
が
運
輸
行
政
を
担
う
高
級
官
僚
と
の
関
係
を
築
け
た
の
は
、
西
原
の
大
陸
貿
易
構
想

が
鉄
道
院
の
国
際
連
絡
運
輸
行
政
の
狙
い
に
合
致
す
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
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そ
れ
で
は
、
日
露
戦
争
後
に
お
け
る
大
陸
政
策
の
動
向
と
の
関
連
で
は
、
西
原
の
構
想
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
、
ロ
シ
ア
と
の
国
際
連
絡
運
輸
に
着
手
し
た
の
は
、
第
二
次
桂
内
閣
逓
相
（
一
九
〇
八
年
一
二
月
創
設
の
鉄
道
院
総
裁
を

兼
任
）
の
後
藤
新
平
で
あ
っ
た
。
周
知
の
通
り
、
後
藤
は
第
二
次
桂
内
閣
の
大
陸
政
策
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
日
満
連
絡
運
輸

会
議
の
開
催
も
、
後
藤
自
ら
が
一
九
〇
八
年
五
月
に
ロ
シ
ア
へ
行
っ
て
東
清
鉄
道
副
総
裁
ウ
ェ
ン
ツ
ェ
リ
、
蔵
相
コ
コ
ツ
ォ
フ
と
会
談

し
た
結
果
で
あ（
１０８
）

る
。
小
林
道
彦
氏
に
よ
れ
ば
、
第
二
次
桂
内
閣
の
大
陸
政
策
の
特
徴
は
、
日
本
本
土
と
大
陸
（
植
民
地
）
間
の
結
び
つ

き
を
あ
ら
ゆ
る
面
で
強
化
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
あ
る
。
後
藤
は
、
植
民
地
社
会
資
本
整
備
に
よ
る
日
本
と
大
陸
の
貿
易
の
活
発
化
・

経
済
的
結
合
の
強
化
を
目
指
し
た
の
で
あ
り
、
国
際
連
絡
運
輸
の
確
立
も
そ
の
一
環
で
あ
っ（
１０９
）

た
。

つ
ま
り
、
西
原
の
構
想
は
、
後
藤
が
進
め
て
い
た
大
陸
政
策
と
非
常
に
近
い
特
徴
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ

れ
ま
で
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
西
原
の
構
想
も
大
陸
諸
地
域
間
に
お
け
る
貿
易
・
物
流
の
活
性
化
を
目
指
す
も
の
だ
っ
た
か
ら
に
他
な

ら
な
い
。
そ
の
際
、
西
原
は
「
日
露
経
済
提
携
」
を
構
想
し
、
日
露
間
で
の
鉄
道
連
絡
運
輸
の
確
立
を
求
め
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

後
藤
を
擁
す
る
鉄
道
院
は
、
西
原
の
接
触
・
働
き
か
け
を
受
容
し
た
と
言
え
る
。
共
益
社
時
代
に
お
け
る
西
原
の
「
日
露
経
済
提
携
」

構
想
は
、
後
藤
の
大
陸
政
策
を
民
間
レ
ベ
ル
で
推
進
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

六

「
日
中
経
済
提
携
」
へ
の
傾
斜

前
章
ま
で
述
べ
て
き
た
通
り
、
共
益
社
時
代
の
西
原
の
構
想
と
活
動
は
、「
小
麦
粉
と
綿
製
品
の
交
換
」
を
中
心
に
大
陸
貿
易
を
促

進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
西
原
は
鮮
満
経
済
を
「
混
一
」
す
る
こ
と
に
意
を
注
い
で
い
た
。
こ
の
「
混
一
」
と
い

う
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
は
、
西
原
の
対
外
経
済
論
策
の
中
で
頻
繁
に
登
場
す
る
。「
混
一
」
に
つ
い
て
西
原
は
、「
経
済
ノ
混
一
ハ
物
資
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ノ
交
換
ニ
存
ス
」
と
述
べ
て
い（
１１０
）

る
。
こ
の
言
か
ら
、
鮮
満
経
済
の
「
混
一
」
と
は
、
朝
鮮
・
満
州
間
に
お
け
る
物
資
の
「
交
換
」、
物

流
の
活
性
化
を
意
味
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

鮮
満
経
済
の
一
層
の
「
混
一
」
に
向
け
、
西
原
が
新
た
に
考
え
た
の
は
、
満
州
粟
の
朝
鮮
へ
の
輸
入
で
あ
る
。
西
原
は
朝
鮮
経
済
に

つ
い
て
、「
低
廉
ナ
ル
食
料
品
ノ
輸
入
ニ
ヨ
リ
高
価
ナ
ル
米
ノ
輸
出
ヲ
激
増
セ
シ
ム
ル
ノ
方
途
ヲ
求
ム
ル
ハ
朝
鮮
現
時
ノ
経
済
状
態
ニ

処
シ
喫
緊
ナ
ル
要（
１１１
）

題
」
と
考
え
て
い
た
。
と
い
う
の
も
、
一
九
一
三
年
七
月
に
朝
鮮
米
の
内
地
移
入
税
が
撤
廃
さ
れ
た
こ
と
で
内
地
の

米
需
要
が
増
加
し
た
一
方
、
朝
鮮
で
は
米
価
が
騰
貴
し
、
低
廉
食
料
品
に
対
す
る
需
要
が
増
加
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
西
原
は
、

低
廉
食
料
品
の
需
要
増
加
に
満
州
粟
の
輸
入
で
も
っ
て
対
応
し
、
鮮
満
経
済
の
「
混
一
」
を
図
ろ
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
満
州
産
の

粟
で
な
く
外
国
米
の
輸
入
が
増
加
し
て
い
た
こ
と
に
西
原
は
警
戒
す
る
。
西
原
の
眼
に
は
、「
満
州
粟
ハ
相
当
ノ
輸
入
ア
リ
シ
ニ
拘
ラ

ズ
下
半
期
ニ
至
リ
殆
ト
絶
滅
ノ
域
ニ
達
シ
外
国
米
ノ
独
占
市
場
タ
ル
ニ
至
リ（
１１２
）

候
」
と
映
っ
て
い
た
。
外
国
米
と
の
競
争
を
強
く
意
識
し

た
西
原
は
、「
吾
国
勢
進
展
ノ
方
途
ヨ
リ
鑑
ミ
百
難
ヲ
排
ス
ル
モ
満
州
粟
ニ
求
メ
サ
ル
可
カ
ラ
サ（
１１３
）

ル
」
と
強
い
口
調
で
主
張
し
た
の
で

あ
る
。

以
上
の
満
州
粟
輸
入
論
は
、「
小
麦
粉
と
綿
製
品
の
交
換
」
を
軸
と
す
る
大
陸
貿
易
論
を
展
開
さ
せ
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
一
九
一
四
年
七
月
の
満
州
粟
輸
入
を
説
く
意
見
書
に
は
、
後
の
西
原
借
款
と
の
関
係
で
見
落
と
せ
な
い
新
し
い
主
張
が
見
ら
れ
る
。

そ
れ
は
通
貨
問
題
に
関
す
る
主
張
で
、「
支
那
ノ
幣
制
不
統
一
ハ
貿
易
上
ハ
勿
論
吾
勢
力
進
展
ニ
対
シ
多
大
ナ
ル
障
害
支（
１１４
）

障
」
で
あ
る

と
し
、「
日
支
貨
幣
混
一
」
の
必
要
性
に
言
及
し
て
い
る
。

通
貨
不
統
一
は
、
共
益
社
の
満
州
進
出
に
際
し
て
西
原
が
直
面
し
た
問
題
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
そ
の
時
点
か
ら
「
日
支
貨
幣
混
一
」

を
論
じ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。「
日
露
経
済
提
携
」
事
業
に
乗
り
出
す
し
ば
ら
く
前
（
一
九
一
二
年
二
月
）
に
書
か
れ
た
文
書
で
は
、

通
貨
不
統
一
は
満
州
に
関
す
る
問
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い（
１１５
）

た
。
し
か
し
、
先
に
挙
げ
た
一
九
一
四
年
七
月
の
満
州
粟
輸
入
の
意
見
書
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で
、
通
貨
不
統
一
の
問
題
が
満
州
だ
け
で
な
く
、
中
国
全
体
に
わ
た
る
問
題
と
し
て
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
通
貨
不
統
一
問
題
の
論
じ
方
の
変
化
に
、
西
原
の
大
陸
貿
易
構
想
に
お
け
る
志
向
の
変
化
を
見
出
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。

そ
も
そ
も
、
西
原
の
大
陸
貿
易
構
想
は
「
日
露
経
済
提
携
」
を
強
く
志
向
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
西
原
に
と
っ
て
の
満
州
と
は
「
日

露
経
済
提
携
」
を
構
築
す
る
地
域
で
あ
り
、
対
外
経
済
発
展
の
方
向
は
北
満
州
・
シ
ベ
リ
ア
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
一
四
年
半

ば
頃
に
な
る
と
、
西
原
の
地
域
的
関
心
は
中
国
本
土
に
も
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、「
日
中
経
済
提
携
」
へ
の
志
向

性
が
強
ま
る
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
西
原
に
お
け
る
志
向
性
の
変
化
の
背
景
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
情
勢
の
激
変
・
第
一
次
世
界
大
戦
の

勃
発
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
頃
か
ら
、
共
益
社
の
事
業
は
行
き
詰
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
西
原
は
、
独
占

的
な
事
業
経
営
に
対
す
る
非
難
と
大
戦
の
影
響
を
挙
げ
て
い
る
。
共
益
社
の
小
麦
粉
取
引
も
大
戦
の
影
響
を
う
け
て
停
滞
し
た
と
語
っ

て
い（
１１６
）

る
。「
日
露
提
携
」
を
通
じ
て
大
陸
貿
易
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
し
た
西
原
に
と
っ
て
、
ロ
シ
ア
が
戦
争
の
渦
中
に
巻
き
込
ま
れ

た
こ
と
は
痛
手
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

そ
こ
で
西
原
が
提
唱
し
た
の
が
、「
経
済
的
北
守
南
進（
１１７
）

策
」
で
あ
る
。「
経
済
的
北
守
」
と
は
、
西
原
が
追
求
し
て
き
た
「
日
露
経
済

提
携
」
を
指
す
。
一
方
の
「
経
済
的
南
進
」
こ
そ
、「
日
中
提
携
」
に
よ
る
「
富
源
開
発
」
の
重
要
性
を
説
く
主
張
に
他
な
ら
な
い
。

西
原
に
よ
れ
ば
、
中
国
に
お
け
る
「
富
源
開
発
」
は
、「
指
揮
者
努
力
者
ノ
如
何
ナ
ル
ヲ
問
ハ
ス
近
キ
将
来
ニ
於
テ
否
現
在
ニ
於
テ

開
発
セ
ラ
ル
ヘ
キ
運
命
ヲ
有
ス
ル
ハ
既
定
ノ
事
実
」
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
こ
の
「
富
源
開
発
」
が
、
日
本
の
経
済
・
産
業
の
発
展
と

分
か
ち
難
い
緊
要
の
問
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
。
と
す
れ
ば
、「
富
源
開
発
」
は
、
中
国
自
身
の
「
努
力
」
に
も
欧
米
列
強
の
「
指

揮
」
に
も
委
ね
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
西
原
い
わ
く
、「
支
那
人
ノ
発
意
奮
励
ニ
俟
チ
若
ク
ハ
列
強
ノ
野
望
ニ
待
ツ
ト
セ
ハ
五
十
年
乃

至
百
年
ヲ
要
」
し
、「
支
那
ニ
ヨ
リ
開
発
セ
ラ
レ
或
ハ
欧
米
列
強
ニ
ヨ
リ
開
発
セ
ラ
レ
タ
リ
ト
セ
ハ
延
テ
吾
経
済
界
ニ
大
動
揺
ヲ
惹
起
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シ
財
政
ノ
根
拠
ヲ
破
壊
セ
ラ
レ
立
国
ノ
基
礎
危
殆
ニ
陥
」
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
「
富
源
開
発
」
は
、
日
本
が
「
指
揮
者
努
力

者
」
と
な
り
中
国
と
「
提
携
」
し
て
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
で
あ
っ
た
。

そ
の
事
業
の
一
環
が
、
先
に
挙
げ
た
「
支
那
ノ
貨
幣
制
度
確
立
ニ
日
支
貨
幣
混
一
併
用
」
で
あ
り
、
ま
ず
は
「
吾
勢
力
圏
タ
ル
満
州

ニ
於
ケ
ル
通
貨
ヲ
吾
貨
幣
ニ
依
リ
統
一
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
際
、
西
原
は
、
朝
鮮
銀
行
が
主
導
権
を
発
揮
す
る
こ
と

を
期
待
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
西
原
は
、
満
州
を
含
む
中
国
全
体
を
視
野
に
入
れ
た
所
論
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
中
国
全
体
を
対
象

と
す
る
「
富
源
開
発
」
は
、
共
益
社
の
事
業
と
し
て
扱
う
に
は
あ
ま
り
に
も
大
き
す
ぎ
る
問
題
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
西
原
の
「
富

源
開
発
」
論
は
、
貿
易
・
物
流
を
活
性
化
す
る
た
め
の
制
度
的
イ
ン
フ
ラ
の
改
革
・
整
備
へ
の
関
心
が
強
い
。
中
国
に
お
け
る
制
度
的

イ
ン
フ
ラ
の
改
革
・
整
備
は
、
一
貿
易
商
の
手
に
負
え
る
問
題
で
は
な
く
、
も
は
や
政
府
の
外
交
政
策
上
の
問
題
で
あ
る
。
と
な
れ
ば
、

西
原
の
活
動
も
ま
た
、
共
益
社
と
い
う
民
間
貿
易
商
の
枠
を
超
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

共
益
社
の
事
業
に
も
行
き
詰
り
を
感
じ
て
い
た
西
原
は
、
自
分
の
退
社
と
そ
れ
に
伴
う
共
益
社
の
「
改
造
」
に
つ
い
て
、
一
九
一
五

年
一
〇
月
に
伊
藤
忠
側
（
伊
藤
忠
三
・
田
中
清
吉
）
と
協
議
し
て
い
（
１１８
）

る
。
そ
の
結
果
、
西
原
の
退
社
後
に
お
け
る
共
益
社
の
経
営
方
針

に
関
す
る
覚
書
が
作
成
さ
れ（
１１９
）

た
。
こ
の
協
議
を
踏
ま
え
、
西
原
は
共
益
社
を
退
社
し
、
一
九
一
六
年
一
月
を
も
っ
て
韓
国
を
去
っ
て
帰

国
し
た
の
で
あ
る
。

貿
易
商
と
し
て
の
活
動
に
見
切
り
を
つ
け
た
西
原
は
そ
の
後
、
国
内
政
界
で
浪
人
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
に
な
る
。
政
界
浪
人
と
し

て
の
活
動
目
的
は
、
自
己
の
中
国
政
策
構
想
を
託
す
に
ふ
さ
わ
し
い
政
権
の
樹
立
を
目
指
す
こ
と
で
あ
る
。
帰
国
後
、
西
原
は
第
二
次

大
隈
重
信
内
閣
批
判
・
打
倒
運
動
と
寺
内
内
閣
樹
立
に
奔
走
す
る
こ
と
に
な
っ（
１２０
）

た
。
と
く
に
、
大
隈
内
閣
が
議
会
に
提
出
し
た
日
支
・

満
州
両
銀
行
法
案
に
対
し
て
、
西
原
が
貴
族
院
議
員
を
は
じ
め
各
方
面
に
活
発
な
働
き
か
け
を
行
な
い
、
貴
族
院
で
の
否
決
に
一
役
買
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っ
た
こ
と
は
有
名
で
あ（
１２１
）

る
。
西
原
が
こ
の
法
案
に
反
対
し
た
の
は
、
満
州
へ
の
影
響
力
拡
大
を
目
指
し
て
い
た
朝
鮮
銀
行
の
意
向
を
体

し
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
ま
た
、
朝
鮮
銀
行
総
裁
の
勝
田
主
計
に
対
し
て
西
原
は
、
朝
鮮
銀
行
が
中
心
と
な
っ
て
対
中
国
借
款

に
あ
た
る
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
を
組
織
す
べ
き
こ
と
を
早
く
も
主
唱
し
て
い（
１２２
）

た
。

さ
ら
に
、
帰
国
後
の
西
原
の
政
治
活
動
で
注
目
し
た
い
こ
と
は
、
後
藤
新
平
と
の
関
係
で
あ
る
。
後
藤
も
大
隈
内
閣
打
倒
工
作
に
携

わ
っ
て
お
り
、
同
内
閣
の
中
国
政
策
の
実
情
を
暴
露
・
糾
弾
す
る
狙
い
で
、
秘
密
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
た
。
こ
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
は
、
一
九
一
六
年
六
月
末
か
ら
約
一
ヵ
月
間
中
国
に
渡
っ
た
西
原
が
現
地
で
見
聞
し
た
こ
と
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、「
山
東
省
に
於
け
る
革
命
党
と
日
本
人
」、「
山
東
に
於
け
る
革
命
軍
並
に
青
銭
買
の
既
往
及
現
状
」、「
満
蒙
に
於

け
る
革
命
軍
並
宗
社
党
と
日
本
軍
及
日
本
人
の
関
係
、
附
鄭
家
屯
事
件
の
真
相
」
と
い
う
三
つ
の
文
書
か
ら
成
っ
て
い（
１２３
）

た
。

ち
ょ
う
ど
西
原
が
帰
国
し
て
か
ら
間
も
な
く
、
大
隈
内
閣
は
参
謀
本
部
を
中
心
に
袁
世
凱
打
倒
（
反
袁
）
政
策
を
進
め
て
お
り
、
南

方
派
援
助
と
満
蒙
独
立
運
動
を
展
開
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
川
島
浪
速
を
は
じ
め
と
す
る
大
陸
浪
人
た
ち
も
満
蒙
独
立
運
動
に
従
事
し

て
い（
１２４
）

た
。

西
原
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
日
本
人
・
日
本
軍
人
の
南
方
革
命
派
へ
の
支
援
活
動
あ
る
い
は
満
蒙
独
立
運
動
の
動
き
を
、
大
隈
内
閣

の
対
中
国
政
策
の
問
題
点
と
し
て
批
判
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
西
原
は
後
藤
に
面
会
し
た
際
、
中
国
の
政
情
と
山
東
に
お
け
る
革

命
党
の
動
向
に
つ
い
て
貴
族
院
議
員
に
話
せ
と
依
頼
さ
れ
、
八
月
七
日
に
演
説
会
が
開
か
れ（
１２５
）

た
。
山
本
四
郎
氏
も
指
摘
す
る
通
り
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
は
こ
の
と
き
に
配
布
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ（
１２６
）

る
。
つ
ま
り
、
西
原
と
後
藤
と
の
間
に
は
大
隈
内
閣
批
判
・
倒
閣
に
向
け
て
共

闘
関
係
が
成
立
し
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
共
闘
関
係
が
成
立
し
た
の
も
、
両
者
の
中
国
政
策
論
に
は
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
後
藤

の
考
え
方
は
、
日
本
が
資
金
な
ど
の
援
助
を
中
国
に
行
な
っ
て
中
国
の
実
力
者
と
提
携
し
、
日
中
間
に
緊
密
な
関
係
を
樹
立
し
よ
う
と
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い
う
も
の
で
あ
っ（
１２７
）

た
。
西
原
も
ま
た
、
条
約
締
結
を
中
国
に
強
い
る
手
法
を
批
判
し
、
時
の
実
力
者
を
排
斥
す
る
の
で
は
な
く
提
携
相

手
と
し
て
重
視
し
て
い（
１２８
）

た
。

た
だ
し
、
最
も
重
要
な
共
通
点
は
、
西
原
も
後
藤
も
、
大
陸
貿
易
の
活
性
化
に
よ
る
地
域
的
な
経
済
関
係
強
化
を
主
眼
と
し
て
い
た

こ
と
で
あ
る
。
前
節
で
も
論
じ
た
通
り
、
民
間
貿
易
商
と
し
て
の
西
原
の
活
動
と
構
想
は
、
か
つ
て
政
府
指
導
者
と
し
て
後
藤
が
進
め

た
大
陸
政
策
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
立
場
を
異
に
し
つ
つ
も
共
通
す
る
問
題
関
心
を
持
っ
て
い
た
両
者
が
、
大
隈
内
閣
打

倒
・
寺
内
内
閣
樹
立
の
過
程
で
合
流
し
た
わ
け
で
あ
る
。

大
隈
内
閣
の
後
継
政
権
の
重
要
閣
僚
た
ち
と
の
間
に
培
っ
た
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
関
係
を
政
治
的
資
源
に
し
て
、
元
・
貿
易
商
の
西
原
は

政
府
の
対
外
経
済
・
外
交
運
営
の
中
枢
に
進
出
す
る
こ
と
に
な
る
。

七

お
わ
り
に

韓
国
で
共
益
社
を
創
設
し
た
西
原
は
、「
取
引
経
路
革
新
」
す
な
わ
ち
中
国
人
商
人
の
通
商
活
動
に
対
抗
し
て
商
品
流
通
の
主
導
権

を
確
保
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
。
西
原
の
構
想
は
商
品
流
通
の
主
導
権
を
確
保
し
つ
つ
、
大
陸
諸
地
域
の
貿
易
・
物
流
の
活
性
化

を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
日
露
戦
争
以
後
、
日
本
人
商
社
・
商
人
は
中
国
人
商
人
の
通
商
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
対
抗
し
、
独
自

の
通
商
網
を
築
こ
う
と
試
み
て
い
た
。
共
益
社
の
事
業
活
動
も
ま
た
、
そ
の
試
み
の
一
端
を
担
っ
て
い
た
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。

そ
の
際
、
西
原
は
、
貿
易
・
物
流
の
イ
ン
フ
ラ
と
な
る
鉄
道
輸
送
網
と
通
貨
・
金
融
制
度
の
整
備
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
っ
た
。
イ

ン
フ
ラ
整
備
に
対
す
る
西
原
の
関
心
は
、
統
監
政
治
批
判
の
中
で
形
成
さ
れ
た
「
王
道
主
義
」
の
政
治
観
と
も
結
び
つ
い
て
い
る
。
西

原
が
考
え
る
「
王
道
主
義
」
の
政
治
と
は
、
民
衆
生
活
の
経
済
的
充
足
を
意
味
し
、
商
品
流
通
を
促
す
た
め
の
交
通
・
金
融
の
整
備
が
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重
視
さ
れ
て
い
た
。

た
だ
し
、
西
原
の
「
王
道
主
義
」
の
政
治
観
に
は
も
う
一
つ
の
特
徴
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
相
手
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
運
動
に

対
す
る
理
解
の
欠
如
と
い
う
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
特
徴
は
、
韓
国
民
衆
の
反
日
義
兵
運
動
の
捉
え
方
に
表
れ
て
い
た
。
国
権
回
復
運
動

と
し
て
展
開
し
て
い
っ
た
反
日
義
兵
運
動
に
対
し
、
西
原
は
経
済
恐
慌
が
生
み
出
し
た
「
暴
徒
ノ
蜂
起
」
と
し
か
見
て
い
な
か
っ
た
。

西
原
は
、
韓
国
民
衆
の
運
動
を
日
本
の
韓
国
統
治
そ
の
も
の
に
対
す
る
反
対
と
し
て
で
は
な
く
、
統
監
府
の
経
済
方
針
に
対
す
る
反
対

と
し
て
受
け
止
め
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

韓
国
時
代
の
西
原
は
、「
王
道
主
義
」
の
政
治
観
と
大
陸
に
関
す
る
基
本
的
な
問
題
認
識
を
育
ん
で
い
っ
た
。
そ
の
上
で
、
共
益
社

に
お
け
る
西
原
の
事
業
は
韓
国
だ
け
で
な
く
、
満
州
に
も
広
が
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
西
原
の
関
心
は
必
ず
し
も
韓
国
か
ら
満
州
、

そ
し
て
中
国
本
土
へ
と
一
直
線
に
移
動
し
て
い
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
本
稿
は
西
原
の
ハ
ル
ピ
ン
重
視
の
姿
勢
に
注
目
し
、
彼
が

当
初
は
北
満
州
・
極
東
ロ
シ
ア
領
に
お
け
る
「
日
露
経
済
提
携
」
を
強
く
志
向
し
て
い
た
こ
と
を
強
調
し
た
。
西
原
に
と
っ
て
満
州
は

は
何
よ
り
も
、「
日
露
経
済
提
携
」
を
構
築
す
る
場
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
西
原
は
日
露
両
国
鉄
道
に
よ
る
国
際
連
絡
運
輸
の
確
立
を
期
待
し
て
鉄
道
院
官
僚
に
接
触
し
、
鉄
道
院
官
僚
も
西
原
の
働

き
か
け
を
受
け
入
れ
た
。
と
い
う
の
も
、
西
原
の
大
陸
貿
易
構
想
は
、
鉄
道
院
の
国
際
連
絡
運
輸
政
策
の
狙
い
に
沿
う
も
の
だ
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
鉄
道
院
の
国
際
連
絡
運
輸
政
策
は
、
第
二
次
桂
内
閣
逓
相
兼
鉄
道
院
総
裁
の
後
藤
新
平
が
進
め
る
大
陸
政
策
の

一
環
で
あ
っ
た
。
本
稿
は
、
鉄
道
院
と
の
関
係
を
手
が
か
り
に
、
西
原
の
「
日
露
経
済
提
携
」
事
業
が
後
藤
の
構
想
し
た
大
陸
政
策
を

民
間
レ
ベ
ル
で
推
進
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
た
。

と
こ
ろ
が
、「
日
露
経
済
提
携
」
を
志
向
し
た
西
原
の
貿
易
事
業
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
情
勢
の
激
変
に
よ
っ
て
行
き
詰
っ
て
い
く
。
こ

の
時
、
西
原
の
大
陸
貿
易
構
想
は
「
日
中
経
済
提
携
」
へ
の
傾
斜
を
強
め
、
中
国
全
体
に
お
け
る
「
富
源
開
発
」
の
重
要
性
を
強
調
す
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る
よ
う
に
な
っ
た
。
西
原
が
言
う
「
富
源
開
発
」
と
は
、
単
な
る
資
源
の
獲
得
で
は
な
く
、
貿
易
の
イ
ン
フ
ラ
と
な
る
諸
制
度
の
改
革

・
整
備
に
対
す
る
関
心
を
内
包
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
西
原
の
「
開
発
」
論
が
中
国
全
体
に
わ
た
る
諸
制
度
の
改
革
・
整
備
に
言
及
し

た
時
、
彼
の
問
題
関
心
は
貿
易
商
と
し
て
の
活
動
の
域
を
超
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
西
原
は
共
益
社
時
代
に
培
っ
た
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
人
脈
を
政
治
的
資
源
に
、
寺
内
内
閣
期
の
政
策
立
案
や
外
交
交
渉
に
潜
り

込
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
。
西
原
借
款
の
特
徴
と
は
、
大
陸
貿
易
・
物
流
の
活
性
化
の
前
提
と
な
る
イ
ン
フ
ラ
、
諸
制
度
改
革
・
整
備

を
外
交
目
標
に
据
え
た
点
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ（
１２９
）

る
。

（
１
）

本
稿
で
は
、
大
韓
帝
国
（
一
八
九
七
〜
一
九
一
〇
年
）
の
時
期
に
つ
い
て
は
「
韓
国
」
と
記
し
、
韓
国
併
合
以
降
に
つ
い
て
は
「
朝

鮮
」
と
記
し
て
い
る
。

（
２
）

斉
藤
聖
二
「
西
原
亀
三
の
対
中
国
構
想
―
寺
内
内
閣
期
対
中
国
政
策
の
前
提
」
日
本
国
際
政
治
学
会
編
『
国
際
政
治
』
第
七
一
号
（
一

九
八
二
年
八
月
）
参
照
。
ま
た
、
韓
国
で
活
躍
し
た
実
業
家
と
し
て
西
原
を
取
り
上
げ
て
い
る
研
究
と
し
て
、P

eter
D

u
u

s,
T

h
e

A
bacu

s

an
d

th
e

S
w

ord
:

T
h

e
J

apan
ese

P
en

etration
of

K
orea,

1895

―1910
(B

erkeley
:

U
n

iversity
of

C
aliforn

ia
P

ress,
1995)

pp.347

―349

も
参
照
。

（
３
）

ま
た
、
第
一
次
大
戦
期
日
本
の
大
陸
政
策
を
論
じ
たF

rederick
R

.
D

ickin
son

,
W

ar
an

d
N

ation
al

R
ein

ven
tion

:
J

apan
in

th
e

G
reat

W
ar,

1914

―1919
(C

am
bridge,

M
ass.:

H
arvard

U
n

iversity
A

sia
C

en
ter,

1999)
pp.162

―163

で
は
、
西
原
の

「
王
道
主
義
」（K

in
gly

W
ay

）
に
言
及
し
て
い
る
が
、「
王
道
主
義
」
の
特
徴
を
十
分
に
考
察
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

（
４
）

杉
山
伸
也
／
リ
ン
ダ
・
グ
ロ
ー
ブ
編
『
近
代
ア
ジ
ア
の
流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』（
創
文
社
、
一
九
九
九
年
）
四
〜
五
頁
参
照
。

（
５
）

古
田
和
子
『
上
海
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
近
代
東
ア
ジ
ア
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年
）
お
よ
び
籠
谷
直
人
『
ア
ジ
ア
国
際
通
商
秩

序
と
近
代
日
本
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年
）。

（
６
）

以
下
の
記
述
は
、
北
村
敬
直
編
『
夢
の
七
十
余
年
―
西
原
亀
三
自
伝
』（
平
凡
社
、
一
九
六
五
年
）
第
一
、
二
章
に
基
づ
い
て
い
る
。
な

お
、
本
稿
で
は
以
下
、『
西
原
自
伝
』
と
略
記
す
る
。

（
７
）

酒
田
正
敏
『
近
代
日
本
に
お
け
る
対
外
硬
派
運
動
の
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
三
年
）
二
五
六
〜
二
五
七
頁
。
日
露
戦
争
前
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後
の
対
外
硬
運
動
に
つ
い
て
は
、
宮
地
正
人
『
日
露
戦
後
政
治
史
の
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
三
年
）、
波
多
野
勝
「
明
治
三
六

年
に
お
け
る
対
露
強
硬
運
動
」『
法
学
研
究
』（
慶
應
義
塾
大
学
）
第
五
七
巻
第
七
号
（
一
九
八
四
年
七
月
）
も
参
照
。

（
８
）

『
西
原
自
伝
』
一
七
頁
参
照
。

（
９
）

神
鞭
の
韓
国
訪
問
に
つ
い
て
は
、
黒
龍
会
編
『
東
亜
先
覚
志
士
記
伝
』
上
（
原
書
房
、
一
九
七
四
年
）
八
六
〇
〜
八
六
四
頁
お
よ
び
黒

龍
倶
楽
部
編
『
国
士
内
田
良
平
伝
』（
原
書
房
、
一
九
六
七
年
）
二
八
七
〜
二
八
八
頁
参
照
。

（
１０
）

『
西
原
自
伝
』
一
九
頁
。

（
１１
）

橋
本
五
郎
編
『
謝
海
言
行
録

伝
記
・
神
鞭
知
常
』（
大
空
社
、
一
九
八
八
年
）
三
三
三
頁
。

（
１２
）

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
西
尾
陽
太
郎
『
李
容
九
小
伝
―
裏
切
ら
れ
た
日
韓
合
邦
運
動
』（
葦
書
房
、
一
九
七
七
年
）
四
一
〜
四
四
頁
参
照
。

（
１３
）

「
施
政
改
善
ニ
対
ス
ル
希
望
」
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
『
西
原
亀
三
文
書
』
第
二
四
冊
三
―
九
―
（
七
）。
西
原
が
こ
の
時

期
、
対
韓
施
策
に
つ
い
て
奥
田
と
意
見
を
交
わ
し
て
い
る
こ
と
は
、
山
本
四
郎
編
『
西
原
亀
三
日
記
』（
京
都
女
子
大
学
、
一
九
八
三
年
）

一
九
〇
六
年
一
月
二
〇
日
の
条
も
参
照
。
な
お
、
本
稿
で
は
以
下
、『
西
原
亀
三
文
書
』
を
『
西
原
文
書
』、『
西
原
亀
三
日
記
』
を
『
西
原

日
記
』
と
略
記
す
る
。
ま
た
、
本
稿
で
は
史
料
の
引
用
に
あ
た
っ
て
、
旧
字
体
を
適
宜
新
字
体
に
改
め
て
い
る
。

（
１４
）

「
治
韓
施
設
私
考
」『
西
原
文
書
』
第
二
四
冊
三
―
九
―
（
六
）。

（
１５
）

『
西
原
自
伝
』
二
八
頁
。

（
１６
）

韓
国
併
合
過
程
に
お
け
る
伊
藤
・
内
田
・
一
進
会
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
西
尾
前
掲
書
に
加
え
て
次
の
諸
研
究
を
参
照
。
初
瀬
龍
平

『
伝
統
的
右
翼
内
田
良
平
の
研
究
』（
九
州
大
学
出
版
会
、
一
九
八
〇
年
）
第
四
章
、
韓
相
一
『
日
韓
近
代
史
の
空
間
』（
日
本
経
済
評
論
社
、

一
九
八
四
年
）
第
五
章
、
波
多
野
勝
「
日
韓
併
合
運
動
―
内
田
良
平
と
対
外
硬
派
世
論
の
動
き
を
中
心
に
」『
常
磐
大
学
人
間
科
学
部
紀
要

人
間
科
学
』
第
一
〇
巻
第
二
号
（
一
九
九
三
年
三
月
）。

（
１７
）

『
西
原
自
伝
』
二
六
頁
。

（
１８
）

「
韓
国
の
四
大
秕
政
」（
一
）
〜
（
五
）『
都
新
聞
』
一
九
〇
八
年
九
月
八
、
九
、
一
〇
、
一
一
、
一
三
日
（
柏
書
房
・
復
刻
版
、
一
九

九
八
年
）。
ち
な
み
に
内
田
良
平
は
、
新
聞
界
が
統
監
政
治
へ
の
批
判
・
攻
撃
を
行
っ
て
い
る
一
例
と
し
て
、「
過
般
都
新
聞
に
於
て
西
原
亀

三
が
「
韓
国
の
四
大
秕
政
」
と
題
し
盛
ん
に
其
攻
撃
的
筆
法
を
弄
し
た
る
」
こ
と
を
挙
げ
て
い
た
（
明
治
（
四
一
）
年
九
月
一
六
日
付
古
谷

久
綱
宛
内
田
良
平
書
簡
『
内
田
良
平
関
係
文
書
』
第
一
巻
、
芙
蓉
書
房
、
一
九
九
四
年
、
六
六
頁
）。
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（
１９
）

河
合
和
男
ほ
か
『
国
策
会
社
・
東
拓
の
研
究
』（
不
二
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）
三
二
頁
お
よ
び
黒
瀬
郁
二
『
東
洋
拓
殖
会
社
』（
日
本
経

済
評
論
社
、
二
〇
〇
三
年
）
二
一
頁
参
照
。

（
２０
）

と
は
い
え
、
西
原
が
移
植
民
政
策
の
必
要
性
と
東
拓
の
存
在
意
義
を
全
く
認
め
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
西
原
が
考
え
て
い
た

移
植
民
先
は
韓
国
で
は
な
く
、
中
南
米
で
あ
っ
た
。
西
原
は
移
植
民
の
要
点
を
、「
中
産
若
ク
ハ
中
産
以
下
ノ
民
ヲ
シ
テ
其
ノ
生
活
ノ
安
寧

ヲ
得
セ
シ
ム
ル
」
こ
と
だ
と
し
て
い
る
。
た
だ
、「
中
産
以
下
ノ
民
」
は
移
民
に
必
要
な
資
金
（
と
く
に
渡
航
費
）
を
得
る
こ
と
が
難
し
い
。

ゆ
え
に
、
政
府
支
援
に
基
づ
く
低
利
資
金
融
通
を
担
う
機
関
が
必
要
で
、
東
拓
が
最
も
適
当
な
機
関
だ
と
し
て
い
る
（「
植
民
奨
励
ト
植
民

機
関
」『
西
原
文
書
』
第
二
四
冊
三
―
九
―
（
一
））。

（
２１
）

山
口
宗
雄
「
荒
蕪
地
開
拓
問
題
を
め
ぐ
る
対
韓
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
、
流
布
過
程
に
つ
い
て
」『
史
学
雑
誌
』
第
八
七
編
第
一
〇
号
（
一
九

七
八
年
一
〇
月
）
五
四
〜
六
一
頁
参
照
。

（
２２
）

一
九
〇
八
年
四
月
の
賃
率
改
正
で
、
そ
れ
ま
で
距
離
比
例
法
を
採
用
し
て
い
た
京
城
線
の
旅
客
運
賃
に
も
遠
距
離
逓
減
法
が
適
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
ち
な
み
に
、
西
原
が
指
摘
し
た
問
題
、
す
な
わ
ち
近
距
離
賃
率
の
高
さ
は
、
一
九
一
二
年
四
月
の
賃
率
改
正
で
是
正
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
（
鮮
交
会
編
著
『
朝
鮮
交
通
史
』、
同
会
、
一
九
八
六
年
、
五
八
六
頁
参
照
）。

（
２３
）

目
賀
田
改
革
に
始
ま
る
植
民
地
幣
制
の
確
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
次
の
諸
研
究
を
参
照
。
高
嶋
雅
明
『
朝
鮮
に
お
け
る
植
民
地
金
融
史

の
研
究
』（
大
原
新
生
社
、
一
九
七
八
年
）
第
三
章
、
波
形
昭
一
『
日
本
植
民
地
金
融
政
策
史
の
研
究
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
八
五

年
）
第
二
章
第
二
節
、
羽
鳥
敬
彦
『
朝
鮮
に
お
け
る
植
民
地
幣
制
の
形
成
』（
未
来
社
、
一
九
八
六
年
）
第
二
章
。
ま
た
、
目
賀
田
改
革

（
顧
問
政
治
）
か
ら
保
護
政
治
、
そ
し
て
併
合
へ
と
連
な
る
植
民
地
化
過
程
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
、
森
山
茂
徳
『
近
代
日
韓
関
係
史
研

究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
七
年
）
お
よ
び
同
『
日
韓
併
合
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
二
年
）
参
照
。

（
２４
）

韓
国
に
お
け
る
当
時
の
通
貨
事
情
に
つ
い
て
は
、
高
久
敏
男
「
李
朝
末
期
の
通
貨
と
そ
の
整
理
」
友
邦
協
会
編
『
朝
鮮
近
代
史
料
研

究
』
第
四
巻
（
ク
レ
ス
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）
六
〜
一
一
頁
参
照
。

（
２５
）

同
前
、
二
一
〜
二
三
頁
参
照
。
し
か
も
、
密
造
さ
れ
た
粗
悪
な
白
銅
貨
の
多
く
は
日
本
、
と
く
に
京
阪
地
域
か
ら
密
輸
入
さ
れ
て
い
た

と
い
う
（
姜
徳
相
「
朝
鮮
貨
幣
整
理
事
業
に
関
す
る
研
究
ノ
ー
ト
」『
駿
台
史
学
』
第
一
七
号
、
一
九
六
五
年
九
月
、
一
二
五
〜
一
二
六
頁

参
照
）。

（
２６
）

こ
の
時
期
の
白
銅
貨
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
含
め
、
開
港
以
降
の
物
価
騰
貴
の
実
態
を
分
析
し
た
も
の
と
し
て
、
木
村
光
彦
・
浦
長
瀬
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隆
「
開
港
後
朝
鮮
の
貨
幣
と
物
価
」『
社
会
経
済
史
学
』
第
五
三
巻
第
五
号
（
一
九
八
七
年
一
〇
月
）。

（
２７
）

鍾
路
商
人
と
は
京
城
土
着
の
古
い
伝
統
的
商
人
で
、
綿
布
・
米
穀
・
紙
類
な
ど
の
日
常
生
活
用
品
の
販
売
に
従
事
し
て
い
た
。
ま
た
、

御
用
商
人
と
し
て
官
憲
と
も
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
（
韓
国
政
府
財
政
顧
問
部
『
韓
国
財
政
整
理
報
告
』
第
一
回
、
一
九
〇
五
年
一
二
月
、

三
ノ
四
頁
お
よ
び
萩
原
彦
三
「
韓
国
財
政
の
整
理
改
革
」『
朝
鮮
近
代
史
料
研
究
』
第
一
巻
、
二
四
頁
参
照
）。

（
２８
）

新
旧
貨
幣
の
交
換
比
率
は
旧
白
銅
貨
所
持
者
に
と
っ
て
は
か
な
り
利
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
旧
白
銅
貨
の
値
上
が
り
を
見
込
ん
だ
日

本
人
や
中
国
人
が
買
収
に
狂
奔
し
た
。
一
方
、
デ
マ
や
流
言
に
惑
わ
さ
れ
た
韓
国
人
商
人
は
白
銅
貨
を
放
売
し
た
た
め
、
そ
の
価
格
は
暴
落

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
交
換
は
円
滑
に
行
わ
れ
て
旧
白
銅
貨
価
格
も
再
び
値
上
が
り
し
た
こ
と
で
、
旧
貨
を
放
売
し
た
韓
国
商
人
は
資
金
融
通

に
苦
し
み
、
中
に
は
閉
店
・
逃
亡
す
る
者
も
現
れ
た
と
い
う
（
同
前
「
韓
国
財
政
の
整
理
改
革
」
二
〇
〜
二
一
、
二
五
頁
お
よ
び
水
田
直
昌

「
統
監
府
時
代
の
財
政
」『
朝
鮮
近
代
史
料
研
究
』
第
二
巻
、
二
九
四
頁
参
照
）。

（
２９
）

「
経
済
界
ノ
現
状
ニ
対
ス
ル
私
見
」『
西
原
文
書
』
第
二
四
冊
三
―
九
―
（
五
）。
こ
れ
も
、
曽
�
荒
助
が
韓
国
副
統
監
と
し
て
赴
任
す

る
際
に
提
出
し
た
書
面
で
あ
る
。

（
３０
）

徴
税
改
革
に
つ
い
て
は
、
田
中
慎
一
「
韓
国
財
政
整
理
に
お
け
る
徴
税
制
度
改
革
に
つ
い
て
」『
社
会
経
済
史
学
』
第
三
九
巻
第
四
号

（
一
九
七
四
年
）
に
詳
し
い
。

（
３１
）

徴
税
事
務
を
司
る
地
方
行
政
機
関
は
、
租
税
を
直
ち
に
中
央
政
府
に
上
納
せ
ず
、
あ
る
期
間
こ
れ
を
商
人
に
貸
与
し
商
業
資
金
に
使
用

す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
中
央
政
府
自
身
も
国
庫
に
一
時
借
入
金
の
必
要
が
あ
る
と
き
、
そ
の
金
額
を
商
人
か
ら
借
り
入
れ
る

と
と
も
に
、
地
方
行
政
官
に
対
し
て
徴
収
し
た
税
金
を
債
権
者
た
る
商
民
に
直
接
給
付
す
べ
き
命
令
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
前
掲
「
統

監
府
時
代
の
財
政
」
一
四
四
、
二
六
七
頁
参
照
）。
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
説
明
は
羽
鳥
前
掲
書
、
四
四
〜
四
六
頁
に
も
詳
し
い
。

（
３２
）

前
掲
「
経
済
界
ノ
現
状
ニ
対
ス
ル
私
見
」。

（
３３
）

『
西
原
自
伝
』
三
一
頁
参
照
。

（
３４
）

当
時
、
日
本
人
商
人
の
商
業
会
議
所
と
韓
国
人
商
人
の
商
業
会
議
所
と
は
別
組
織
で
あ
っ
た
。
韓
国
側
会
議
所
は
自
ら
を
単
に
「
京
城

商
業
会
議
所
」
を
称
し
た
が
、
日
本
人
側
会
議
所
と
区
別
す
る
上
で
、「
漢
城
商
業
会
議
所
」
ま
た
は
「
鍾
路
会
議
所
」
と
も
呼
ば
れ
た
。

な
お
二
つ
の
会
議
所
は
、
一
九
一
五
年
七
月
の
朝
鮮
商
業
会
議
所
令
の
公
布
を
う
け
て
、
同
年
一
二
月
に
合
併
し
て
新
し
い
商
業
会
議
所
を

設
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（『
京
城
商
工
会
議
所
二
十
五
年
史
』
同
会
議
所
、
一
九
四
一
年
、
一
二
八
、
一
四
〇
〜
一
四
三
頁
参
照
）。
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（
３５
）

同
前
、
一
三
一
頁
参
照
。

（
３６
）

同
前
、
九
六
頁
参
照
。

（
３７
）

前
掲
『
韓
国
財
政
整
理
報
告
』
第
一
回
（
一
九
〇
五
年
一
二
月
）
二
ノ
五
八
頁
参
照
。

（
３８
）

一
九
〇
五
年
八
月
三
日
付
桂
臨
時
兼
任
外
相
宛
林
権
助
駐
韓
公
使
電
報
、
外
務
省
編
『
日
本
外
交
文
書
』
第
三
八
巻
第
一
冊
、
七
三
八

頁
参
照
。

（
３９
）

『
西
原
自
伝
』
三
三
頁
お
よ
び
一
九
〇
五
年
一
一
月
一
七
日
付
桂
臨
時
兼
任
外
相
宛
林
駐
韓
公
使
電
報
、
同
前
、
七
四
五
頁
参
照
。

（
４０
）

前
掲
「
経
済
界
ニ
対
ス
ル
私
見
」。

（
４１
）

前
掲
「
施
政
改
善
ニ
対
ス
ル
希
望
」。

（
４２
）

「
韓
国
々
富
開
発
ト
穀
類
輸
出
私
見
」（
一
九
一
〇
年
二
月
）『
西
原
文
書
』
第
二
四
冊
三
―
九
―
（
一
一
）。

（
４３
）

多
胡
圭
一
「
日
本
に
よ
る
朝
鮮
植
民
地
化
過
程
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（
一
）
〜
（
三
）『
阪
大
法
学
』
第
九
〇
、
九
四
、
一
〇
一
号

（
一
九
七
四
年
三
月
、
一
九
七
五
年
三
月
、
一
九
七
七
年
一
月
）、（
二
）
の
四
〜
五
頁
参
照
。
反
日
義
兵
闘
争
の
拡
大
・
激
化
に
対
し
て
、

日
本
側
の
軍
事
的
抑
圧
体
制
が
強
化
さ
れ
て
い
く
過
程
に
つ
い
て
も
、
同
論
文
に
詳
し
い
。

（
４４
）

前
掲
「
経
済
界
ニ
対
ス
ル
私
見
」。

（
４５
）

『
西
原
自
伝
』
三
八
頁
。

（
４６
）

『
西
原
文
書
』
第
二
五
冊
三
―
九
―
（
三
七
）。

（
４７
）

伊
藤
忠
商
事
株
式
会
社
社
史
編
集
室
編
『
伊
藤
忠
商
事
一
〇
〇
年
』（
同
社
、
一
九
六
九
年
）
三
九
頁
。

（
４８
）

『
西
原
自
伝
』
三
八
頁
。

（
４９
）

同
前
、
四
一
頁
。

（
５０
）

同
前
、
四
二
頁
。

（
５１
）

朝
鮮
銀
行
史
研
究
会
編
『
朝
鮮
銀
行
史
』（
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
八
七
年
）
一
二
〇
〜
一
二
一
頁
。

（
５２
）

「
綿
布
糸
移
入
低
利
資
金
ニ
付
御
願
」（
一
九
一
四
年
七
月
二
九
日
）『
西
原
文
書
』
第
二
四
冊
三
―
九
―
（
二
一
）
参
照
。

（
５３
）

十
八
銀
行
（
一
八
七
七
年
に
第
十
八
国
立
銀
行
と
し
て
発
足
し
、
一
八
九
七
年
に
普
通
銀
行
へ
転
換
）
は
開
業
以
来
、
日
韓
間
の
貿
易

金
融
に
従
事
し
て
い
た
銀
行
で
あ
る
。
同
行
は
、
日
露
戦
争
期
に
韓
国
で
の
業
務
拡
大
を
は
か
り
、
米
穀
輸
出
や
綿
製
品
輸
入
に
伴
う
諸
貸
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付
や
工
業
・
農
業
両
部
門
へ
の
直
接
融
資
に
も
乗
り
だ
し
て
い
た
（
高
嶋
前
掲
書
、
三
〇
八
、
三
一
五
頁
参
照
）。

（
５４
）

同
前
、
三
一
三
頁
参
照

（
５５
）

『
西
原
日
記
』
一
九
一
〇
年
一
月
一
、
九
、
一
〇
、
一
二
日
の
条
参
照
。

（
５６
）

渋
沢
青
淵
記
念
財
団
竜
門
社
編
『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』
第
一
〇
巻
（
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
刊
行
会
、
一
九
五
六
年
）
四
九
七
〜
五
〇

三
頁
、
高
村
直
助
『
日
本
紡
績
業
史
序
説
』
下
（
塙
書
房
、
一
九
七
一
年
）
一
八
四
〜
一
八
七
頁
、
東
洋
紡
績
株
式
会
社
社
史
編
集
室
編

『
百
年
史

東
洋
紡
』
上
（
同
社
、
一
九
八
六
年
）
一
〇
七
〜
一
〇
九
頁
を
参
照
。

（
５７
）

同
前
『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』
第
一
〇
巻
、
五
〇
七
〜
五
〇
八
、
五
一
七
頁
参
照
。

（
５８
）

前
掲
『
伊
藤
忠
商
事
一
〇
〇
年
』
三
九
、
四
九
頁
参
照
。

（
５９
）

斉
藤
前
掲
論
文
、
五
五
〜
五
六
頁
参
照
。

（
６０
）

『
西
原
日
記
』
一
九
一
四
年
一
〇
月
一
〇
日
の
条
に
は
、
株
式
会
社
共
益
社
創
立
総
会
を
開
会
し
た
と
あ
る
。
し
か
し
、
前
掲
『
伊
藤

忠
商
事
一
〇
〇
年
』
四
九
頁
で
は
、
共
益
社
の
株
式
会
社
化
は
一
九
〇
九
年
八
月
と
な
っ
て
い
る
。

（
６１
）

『
西
原
日
記
』
一
九
一
四
年
三
月
六
、
八
日
の
条
参
照
。

（
６２
）

小
風
秀
雅
『
帝
国
主
義
と
国
際
海
運
』（
山
川
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）
二
三
二
〜
二
三
八
頁
お
よ
び
古
田
前
掲
書
第
四
章
参
照
。

（
６３
）

「
日
韓
清
連
絡
輸
送
開
始
願
」『
西
原
文
書
』
第
二
四
冊
三
―
九
―
（
四
）。

（
６４
）

『
西
原
自
伝
』
四
〇
頁
。

（
６５
）

前
掲
『
伊
藤
忠
商
事
一
〇
〇
年
』
五
〇
頁
。

（
６６
）

注
（
５２
）
に
同
じ
。

（
６７
）

籠
谷
前
掲
書
、
一
三
、
三
八
頁
参
照
。
な
お
、
同
書
第
三
章
は
、
紡
績
業
が
依
拠
す
る
原
料
綿
花
の
輸
入
機
構
に
焦
点
を
据
え
て
、
華

商
通
商
網
へ
の
対
抗
と
日
本
人
独
自
の
通
商
網
形
成
の
動
き
を
論
じ
て
い
る
。

（
６８
）

以
下
の
記
述
は
特
に
断
ら
な
い
限
り
、「
日
露
ノ
経
済
的
接
近
ト
満
蒙
開
発
ニ
対
ス
ル
意
見
書
」（
一
九
一
二
年
一
〇
月
）『
西
原
文
書
』

第
二
四
冊
三
―
九
―
（
一
三
）
に
依
る
。

（
６９
）

一
九
〇
六
年
七
月
三
〇
日
付
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
貿
易
事
務
館
報
告
「
北
満
州
ニ
於
ケ
ル
農
業
発
達
ノ
状
況
」
外
務
省
通
商
局
編
『
通

商
彙
纂
』
第
一
〇
三
巻
（
不
二
出
版
・
復
刻
版
、
一
九
九
三
年
）
一
三
九
頁
参
照
。
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（
７０
）

一
九
〇
七
年
一
二
月
一
〇
日
付
シ
カ
ゴ
領
事
館
報
告
「
米
国
小
麦
生
産
業
及
製
粉
業
現
況
」『
通
商
彙
纂
』
第
一
〇
八
巻
、
一
四
〇
頁
参

照
。

（
７１
）

一
九
〇
六
年
一
〇
月
三
日
付
在
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
貿
易
事
務
館
報
告
「
北
満
州
ニ
於
ケ
ル
露
国
製
粉
業
一
班
」『
通
商
彙
纂
』
第
一
〇

五
巻
、
七
二
頁
。
こ
の
報
告
は
、
ハ
ル
ピ
ン
日
報
に
掲
載
さ
れ
た
「
満
州
ニ
於
ケ
ル
露
国
ノ
製
粉
事
業
」
と
題
す
る
長
編
記
事
の
大
要
を
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。

（
７２
）

一
九
〇
八
年
八
月
四
日
付
牛
荘
領
事
館
報
告
「
南
満
州
ニ
於
ケ
ル
麦
粉
状
況
」『
通
商
彙
纂
』
第
一
二
七
巻
（
不
二
出
版
・
復
刻
版
、
一

九
九
四
年
）
一
〇
頁
。

（
７３
）

以
下
の
記
述
で
は
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
次
の
史
料
を
参
照
し
て
い
る
。「
ハ
ル
ピ
ン
地
方
に
お
け
る
帝
国
の
政
治
的
及
び
経
済
的
状
況

に
関
す
る
在
同
地
川
上
総
領
事
報
告
一
件
」『
ア
メ
リ
カ
政
府
所
蔵
日
本
国
政
府
文
書
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
）
外
務
省
文
書
』M

T
.

1.
1.

2.56

（
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
利
用
、
以
下
で
は
『
外
務
省
文
書
』
と
略
記
）。

（
７４
）

な
お
、
三
井
物
産
は
、
一
九
〇
六
年
二
月
に
結
成
さ
れ
た
日
本
綿
布
輸
出
組
合
（
大
阪
紡
・
三
重
紡
・
岡
山
紡
・
金
巾
製
織
・
天
満
織

物
）
の
委
託
販
売
会
社
と
し
て
、
す
で
に
綿
布
の
対
満
州
輸
出
を
開
始
し
て
い
た
（
高
村
前
掲
書
、
一
八
七
〜
一
九
〇
頁
お
よ
び
山
口
和
雄

『
近
代
日
本
の
商
品
取
引
』、
東
洋
書
林
、
一
九
九
八
年
、
七
〇
〜
七
一
頁
参
照
）。

（
７５
）

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
第
一
物
産
株
式
会
社
編
『
三
井
物
会
社
小
史
』（
同
社
、
一
九
五
一
年
）
六
九
〜
七
〇
頁
お
よ
び
山
口
同
前
書
、

一
〇
八
頁
も
参
照
。

（
７６
）

中
島
常
雄
編
『
現
代
日
本
産
業
発
達
史

一
八
・
食
品
』（
現
代
日
本
産
業
発
達
史
研
究
会
、
一
九
六
七
年
）
一
五
〜
二
二
頁
参
照
。

（
７７
）

『
西
原
自
伝
』
四
八
頁
参
照
。

（
７８
）

外
務
省
通
商
局
「
露
領
哈
爾
賓
市
ニ
於
テ
販
路
ヲ
有
ス
ル
本
邦
商
品
ニ
関
ス
ル
調
査
」『
通
商
彙
纂
』
第
九
六
巻
、
四
〜
六
頁
参
照
。

（
７９
）

一
九
〇
八
年
九
月
二
九
日
付
在
ハ
ル
ピ
ン
総
領
事
館
報
告
「
四
十
一
年
上
半
期
我
国
ヘ
輸
入
セ
ル
北
満
州
農
産
品
ニ
関
ス
ル
調
査
」『
通

商
彙
纂
』
第
一
二
八
巻
、
四
三
二
頁
参
照
。

（
８０
）

「
露
国
小
麦
粉
朝
鮮
移
入
ニ
関
ス
ル
記
録
」
所
収
の
年
不
詳
二
月
二
四
日
付
西
原
亀
三
宛
小
柳
雪
生
書
簡
『
西
原
文
書
』
第
二
四
冊
三

―
九
―
（
二
）
お
よ
び
『
西
原
自
伝
』
五
〇
頁
参
照
。

（
８１
）

『
西
原
自
伝
』
四
七
頁
。
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（
８２
）

『
西
原
日
記
』
一
九
一
二
年
一
〇
月
五
、
六
日
の
条
参
照
。
た
だ
し
、
こ
の
日
の
寺
内
の
日
記
に
は
、
西
原
に
関
す
る
記
載
は
な
い

（
山
本
四
郎
編
『
寺
内
正
毅
日
記
』、
京
都
女
子
大
学
、
一
九
八
〇
年
）。

（
８３
）

『
西
原
日
記
』
一
九
一
二
年
九
月
一
二
、
一
六
日
の
条
参
照
。

（
８４
）

同
前
、
一
九
一
二
年
一
二
月
九
日
の
条
参
照
。

（
８５
）

同
前
、
一
九
一
二
年
一
二
月
一
〇
、
一
一
、
一
三
日
の
条
参
照
。

（
８６
）

同
前
、
一
九
一
二
年
一
二
月
一
四
日
の
条
お
よ
び
『
西
原
自
伝
』
四
八
〜
四
九
頁
参
照
。
ロ
シ
ア
側
調
査
員
派
遣
の
決
定
は
、
寺
内
朝

鮮
総
督
に
も
報
告
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
『
寺
内
正
毅
日
記
』
一
九
一
二
年
一
二
月
一
九
日
の
条
参
照
）。
ま
た
、
ロ
シ
ア
側
調
査
員
は
朝
鮮

・
日
本
を
訪
れ
、
日
本
に
来
た
と
き
は
、
後
藤
新
平
鉄
道
院
総
裁
の
招
待
で
大
阪
ま
で
足
を
の
ば
し
た
と
い
う
（『
西
原
自
伝
』
五
〇
頁
参

照
）。

（
８７
）

「
極
東
露
国
と
北
満
州
と
に
関
す
る
川
上
総
領
事
の
政
策
上
の
意
見
書
」『
外
務
省
文
書
』M

T
.

1.
1.

2.
62

。
ち
な
み
に
、
具
体
的
施

策
と
し
て
川
上
が
挙
げ
て
い
た
の
は
、
以
下
の
五
点
で
あ
る
。（
一
）
ハ
ル
ピ
ン
・
長
春
間
の
鉄
道
領
有
、（
二
）
北
満
州
の
日
本
人
商
工
業

者
の
保
護
と
ハ
ル
ピ
ン
に
お
け
る
特
殊
金
融
機
関
設
置
設
、（
三
）
清
国
政
府
を
し
て
通
商
上
重
要
な
都
市
を
開
放
さ
せ
日
本
政
府
の
領
事

館
ま
た
は
分
館
を
設
置
、（
四
）
ザ
バ
イ
カ
ル
州
チ
タ
で
の
領
事
館
設
置
、（
五
）
極
東
ロ
シ
ア
領
へ
の
日
本
人
職
工
の
移
住
奨
励
。

（
８８
）

前
掲
「
日
露
ノ
経
済
的
接
近
ト
満
蒙
開
発
ニ
対
ス
ル
意
見
書
」。

（
８９
）

国
際
連
絡
運
輸
の
確
立
・
変
遷
に
つ
い
て
は
、
鉄
道
省
運
輸
局
『
国
有
鉄
道
国
際
連
絡
運
輸
史
』（
鉄
道
省
運
輸
局
、
一
九
二
八
年
）
お

よ
び
野
田
正
穂
ほ
か
編
著
『
日
本
の
鉄
道
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
八
六
年
）
一
五
八
〜
一
六
五
頁
参
照
。

（
９０
）

な
お
、
東
清
鉄
道
と
南
満
州
鉄
道
と
の
間
の
連
絡
を
「
南
満
東
清
連
絡
」、
東
清
・
ウ
ス
リ
ー
両
鉄
道
と
日
本
側
鉄
道
と
の
連
絡
を
「
日

満
連
絡
」
と
称
し
た
（
同
前
『
国
有
鉄
道
国
際
連
絡
運
輸
史
』
一
一
頁
）。

（
９１
）

会
議
の
概
要
・
沿
革
に
つ
い
て
は
、「
日
露
両
国
鉄
道
船
舶
連
絡
運
輸
の
協
商
に
関
す
る
沿
革
」
水
沢
市
立
後
藤
新
平
記
念
館
編
『
後
藤

新
平
文
書
』（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
、
雄
松
堂
出
版
、
一
九
八
〇
年
）
Ｒ
４２
所
収
を
参
照
。

（
９２
）

『
西
原
自
伝
』
四
八
頁
。

（
９３
）

木
下
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
日
本
交
通
協
会
編
『
鉄
道
先
人
録
』（
日
本
停
車
場
株
式
会
社
出
版
事
業
部
、
一
九
七
二
年
）
一
二
六
頁
お

よ
び
野
田
前
掲
書
、
一
六
五
頁
参
照
。
ま
た
、
木
下
の
鉄
道
政
策
に
つ
い
て
は
、
高
橋
泰
隆
「
鉄
道
政
策
と
鉄
道
官
僚
」
波
形
昭
一
・
堀
越
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芳
昭
『
近
代
日
本
の
経
済
官
僚
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
第
四
章
を
参
照
。

（
９４
）

ま
た
、
こ
の
会
議
で
は
、
大
阪
以
西
と
ハ
ル
ピ
ン
以
西
の
輸
送
連
絡
は
朝
鮮
ま
た
は
大
連
経
由
、
京
都
以
東
の
輸
送
経
路
は
敦
賀
・
ウ

ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
経
由
と
し
、
い
ず
れ
の
経
路
で
も
輸
送
運
賃
は
同
額
が
原
則
と
な
っ
た
（
前
掲
『
国
有
鉄
道
運
輸
連
絡
史
』
二
六
頁
お
よ

び
一
九
一
二
年
一
二
月
二
六
日
付
桂
外
相
宛
田
付
臨
時
代
理
大
使
電
報
参
照
、「
日
露
船
車
連
絡
一
件
・
二
」『
外
務
省
文
書
』M

T
.

3.
6.

8.

1.7
）。

（
９５
）

「
日
露
旅
客
及
貨
物
連
絡
運
輸
第
四
回
会
議
議
定
書
」
第
二
六
問
題
参
照
、
同
前
「
日
露
船
車
連
絡
一
件
・
二
」
所
収
。

（
９６
）

「
秘

十
一
月
二
十
日
木
下
営
業
課
長
（
鉄
道
院
）
手
□
」（
括
弧
内
は
原
文
通
り
、
□
は
判
読
難
）、
同
前
「
日
露
船
車
連
絡
一
件
・

二
」
所
収
。

（
９７
）

「
日
露
ノ
経
済
的
契
実
顕
合
ニ
対
ス
ル
希
望
」（
一
九
一
三
年
九
月
二
二
日
）『
西
原
文
書
』
第
二
四
冊
三
―
九
―
（
一
七
）
参
照
。

（
９８
）

斉
藤
前
掲
論
文
、
五
八
頁
。

（
９９
）

北
岡
伸
一
『
日
本
陸
軍
と
大
陸
政
策
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
八
年
）
一
〇
六
頁
お
よ
び
斉
藤
前
掲
論
文
、
五
七
頁
参
照
。

（
１００
）

一
九
一
二
年
一
〇
月
二
六
日
付
内
田
外
相
宛
西
園
寺
首
相
書
信
、『
日
本
外
交
文
書
』
第
四
五
巻
第
二
冊
、
三
五
頁
参
照
。

（
１０１
）

関
税
減
額
交
渉
の
推
移
に
つ
い
て
は
北
岡
前
掲
書
、
一
〇
四
〜
一
〇
六
頁
参
照
。

（
１０２
）

『
西
原
日
記
』
一
九
一
三
年
四
月
一
四
日
の
条
参
照
。
清
国
政
府
が
関
税
減
額
に
同
意
し
た
と
の
伊
集
院
彦
吉
駐
清
公
使
か
ら
の
電
報

は
、
四
月
九
日
に
外
務
省
中
央
に
入
っ
て
い
る
（『
日
本
外
交
文
書
』
大
正
二
年
第
二
冊
、
一
〇
三
三
頁
参
照
）。
ち
な
み
に
西
原
は
、
安
東

県
が
開
港
場
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
陸
境
関
税
軽
減
に
難
色
を
示
し
て
い
た
外
務
省
が
、
山
座
と
寺
内
朝
鮮
総
督
の
反
論
に
あ
っ
て
「
屈

服
」
し
た
と
見
て
い
た
（『
西
原
自
伝
』
四
三
頁
参
照
）。

（
１０３
）

「
鉄
道
ニ
ヨ
ル
対
満
貿
易
発
展
策
ニ
関
ス
ル
意
見
書
」（
一
九
一
一
年
一
二
月
）『
西
原
文
書
』
第
二
四
冊
三
―
九
―
（
一
〇
）
参
照
。

（
１０４
）

『
西
原
自
伝
』
四
三
頁
。

（
１０５
）

『
西
原
日
記
』
一
九
一
三
年
四
月
二
三
日
の
条
。

（
１０６
）

日
本
綿
糸
布
満
州
輸
出
組
合
に
つ
い
て
は
、
高
村
前
掲
書
、
二
二
六
頁
お
よ
び
斉
藤
前
掲
論
文
、
五
九
頁
参
照
。

（
１０７
）

『
西
原
日
記
』
一
九
一
四
年
三
月
一
一
、
一
六
、
三
〇
、
三
一
日
の
条
参
照
。

（
１０８
）

前
掲
『
国
有
鉄
道
国
際
運
輸
連
絡
史
』
七
頁
お
よ
び
一
九
〇
八
年
六
月
一
〇
日
付
林
外
相
宛
川
上
ハ
ル
ピ
ン
総
領
事
公
信
、『
日
本
外
交
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文
書
』
第
四
一
巻
第
一
冊
、
二
二
三
頁
参
照
。

（
１０９
）

小
林
道
彦
『
日
本
の
大
陸
政
策
』（
南
窓
社
、
一
九
九
六
年
）
二
〇
一
、
二
一
五
頁
参
照
。

（
１１０
）

「
満
鮮
経
済
ノ
調
節
ト
朝
鮮
ニ
於
ケ
ル
不
足
食
料
品
充
足
ニ
対
ス
ル
意
見
書
ニ
就
キ
詳
述
」（
一
九
一
四
年
七
月
一
日
）『
西
原
文
書
』

第
二
四
冊
三
―
九
―
（
二
三
）。

（
１１１
）

「
満
州
粟
鉄
道
輸
送
計
画
ニ
就
キ
意
見
書
」（
一
九
一
三
年
八
月
一
〇
日
）『
西
原
文
書
』
第
二
四
冊
三
―
九
―
（
一
九
）。

（
１１２
）

「
満
鮮
経
済
ノ
混
一
調
節
ト
朝
鮮
ニ
於
ケ
ル
不
足
食
料
品
充
足
ニ
対
ス
ル
意
見
書
」（
一
九
一
四
年
四
月
）『
西
原
文
書
』
第
二
五
冊
三

―
九
―
（
三
八
）。

（
１１３
）

前
掲
「
満
州
粟
鉄
道
輸
送
計
画
ニ
就
キ
意
見
書
」。

（
１１４
）

前
掲
「
満
鮮
経
済
ノ
調
節
ト
朝
鮮
ニ
於
ケ
ル
不
足
食
料
品
充
足
ニ
対
ス
ル
意
見
書
ニ
就
キ
詳
述
」。

（
１１５
）

「
満
州
ニ
於
ケ
ル
通
貨
統
一
ト
日
鮮
満
貿
易
発
展
策
」『
西
原
文
書
』
第
二
四
冊
三
―
九
―
（
一
五
）。

（
１１６
）

『
西
原
自
伝
』
五
一
、
五
二
頁
参
照
。

（
１１７
）

「
同
化
遷
善
主
義
ニ
基
ク
経
済
的
北
守
南
進
策
」（
一
九
一
四
年
七
月
）『
勝
田
家
文
書
』（
近
代
諸
家
文
書
集
成
第
二
集
・
マ
イ
ク
ロ
フ

ィ
ル
ム
版
、
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
八
七
年
）
Ｒ
５８
所
収
。

（
１１８
）

『
西
原
日
記
』
一
九
一
五
年
一
〇
月
一
五
、
二
一
、
二
三
日
の
条
参
照
。

（
１１９
）

「
覚
書
」（
一
九
一
五
年
一
〇
月
二
一
日
）『
西
原
文
書
』
第
二
四
冊
三
―
九
―
（
二
八
）
参
照
。

（
１２０
）

斉
藤
前
掲
論
文
の
他
、
山
本
四
郎
「
大
隈
内
閣
末
期
の
西
原
亀
三
」『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
第
八
九
号
（
一
九
八
〇
年
一
二
月
）
が
詳
し
く
論

じ
て
い
る
。
ま
た
、
寺
内
内
閣
成
立
の
政
治
過
程
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
、
季
武
嘉
也
『
大
正
期
の
政
治
構
造
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九

八
年
）
第
三
章
を
参
照
。

（
１２１
）

日
支
・
満
州
両
銀
行
法
案
の
不
成
立
と
西
原
の
関
与
に
つ
い
て
は
、
波
形
前
掲
書
、
三
三
三
〜
三
四
七
頁
参
照
。

（
１２２
）

勝
田
鮮
銀
総
裁
宛
書
簡
草
稿
『
西
原
文
書
』
第
三
七
冊
四
―
一
四
―
（
四
）
参
照
。

（
１２３
）

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、『
西
原
自
伝
』
八
八
〜
一
一
三
頁
に
収
録
。
ま
た
、「
満
蒙
に
於
け
る
革
命
軍
並
宗
社
党
と
日
本
軍
及
日
本
人

の
関
係
附
鄭
家
屯
事
件
の
真
相
」
は
、
林
駐
中
公
使
が
西
原
亀
三
提
出
意
見
書
と
し
て
、
石
井
外
相
に
報
告
し
て
い
る
（
一
九
一
六
年
九
月

六
日
付
石
井
外
相
宛
林
駐
中
公
使
電
報
、『
日
本
外
交
文
書
』
大
正
五
年
第
二
冊
、
九
〇
四
〜
九
一
一
頁
参
照
）。
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（
１２４
）

大
隈
内
閣
の
反
袁
政
策
に
つ
い
て
は
、
北
岡
前
掲
書
、
一
八
八
〜
一
八
九
頁
お
よ
び
同
「
支
那
課
官
僚
の
役
割
」
日
本
政
治
学
会
編

『
年
報
政
治
学
一
九
八
九

近
代
化
過
程
に
お
け
る
政
軍
関
係
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
）
九
〜
一
六
頁
参
照
。
ま
た
、
満
蒙
独
立
運

動
に
つ
い
て
は
、
波
多
野
勝
『
満
蒙
独
立
運
動
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
、
二
〇
〇
一
年
）
に
詳
し
い
。

（
１２５
）

『
西
原
日
記
』
一
九
一
六
年
八
月
二
、
七
日
の
条
参
照
。

（
１２６
）

山
本
前
掲
論
文
、
七
七
頁
参
照
。

（
１２７
）

北
岡
伸
一
『
後
藤
新
平
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
八
年
）
一
五
七
〜
一
六
一
頁
参
照
。

（
１２８
）

斉
藤
前
掲
論
文
、
六
二
、
六
六
頁
参
照
。

（
１２９
）

寺
内
内
閣
以
降
に
お
け
る
西
原
の
対
中
国
政
策
構
想
と
政
治
・
外
交
活
動
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。「
寺
内
内
閣

期
に
お
け
る
西
原
亀
三
の
対
中
国
『
援
助
』
政
策
構
想
」『
阪
大
法
学
』
第
五
〇
巻
第
五
号
（
二
〇
〇
一
年
一
月
）、「
一
九
二
〇
年
代
に
お

け
る
西
原
亀
三
の
対
中
国
政
策
構
想
と
政
治
活
動
―
『
自
主
的
開
発
』
論
か
ら
『
国
際
協
力
』
論
へ
」『
阪
大
法
学
』
第
五
一
巻
第
四
号

（
二
〇
〇
一
年
一
一
月
）。
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